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この事業 は,日 本 自転車振興会の機械工業振 興資金 によ る「昭和

44年 度情 報処理 に関す る調査 ・研究補助事業 」の うち「遠隔情報

処理 システムの開発 」の一部 として実施 した ものであ ります。



序 に 代 え て

当財 団は,昭 和43年 度 の基 礎 研究 に引 きつづ き,マ ル チ プ ロ グ ラ

ミン グ,マ ル チ ア クセ ス等,新 しい利 用 方式 に よ る遠 隔情 報 処理 シス

テム に 関連 す る ソ フ トウエ アの拡 充 を行 な う と と もに,リ モ ー ト方 式

に よ る各種情 報 処 理 の 研究 開 発 と実験 を行 な って お ります が,こ の 研

究 報 告書 は,通 産 省,郵 政省,日 本 電 信 電話 公社,機 械 振 興 協 会 な ら

び に 日本 自動車 連 盟 に それ ぞれ 端 末 機 を設 置 して実 施 した,タ イム ・

シ ェア リング ・シス テ ムに 関す る応用 実験 の状 況 と,昨 年 度 か ら引 き

つづ き行 ってい る会 話 型PL/1(CPL)と オ ン ライ ン文 献 検索 システ

ム(JOLDOR)に 関 す る,そ の 後 の 成果 を と りまとめ た もので あ り

ます 。

こ こに,タ イム ・シェア リング ・システ ム に関 す る応 用 実験 研究 実 施

に ご尽 力 な らびに ご支 援 を賜 わ った 通 商産 業 省 電子 政 策 課,郵 政省 電

気 通信 監理 官 室,日 本 電 信 電話 公 社 技 術 局,(財)機 械振 興 協 会経 済

研 究所,お よ び(社)日 本 自動 車 連 盟 会員 部 の 関係 各 位 に 心 よ り感 謝

の 意 を表 し ます と と もに,本 報告 が各 方 面 に利 用 され,わ が国情 報 処

理 産 業発展 の一助 と して寄 与 で き ます よ う念 願 い たす 次 第 で あ ります 。

昭和45年6月

財 団法人 日本 情報 処理開発 セ ンター

会 長 難 波 捷 吾
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1.タ イ ム ・シェ ア リン グ ・シ ス テ ム

の 応 用 実験





昭 和44年10月 か ら約6ケ 月,NEACタ イ ム ・シェア リン グ ・シス テ ムの8つ の 端末 を

通産 省 重工業 局

郵政 省電 気通 信 管理 官 室

日本 電信 電 話公社 技 術 局

口本 自動 車 連盟

機械振 興 協会

当セ ンター(3端 末)

に設 置 し,タ イム ・シ ェア リン グの 利用実 験 をお こな っ た。

わず か半年 の使用経 験 で は いか に も短 か いが)そ れ で も一 日約5時 間乃 至8時 間 はそ の ため に解放

して来 た。

この初 期 の段 階 に体験 され たい ろ い ろの 問題点 は,か な り基 本 的 な もの であ り,今 後 の参 考 として

各 端末 使 用者 の 意見 をま とめて 報告 す るの は,そ れな りに意義 の あ るこ と と思 われ る。

1.総 論

当セ ンター の タイ ム ・シェ ア リング ・シス テ ムの 概要 と,総 体 的 な 問題点 を ま とめ る。
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1.1 シ ス テ ム の 概 要

(1)コ マ ン ドの概 要

利用 者 は,コ マ ン ドに よって シ ステ ム との会 話 を行 な うこ とが で き る。

コマ ン ドは,っ ぎの よ うな二 つの 部分 か ら構成 され てい る。

COMMANDNAME:コ マ ン ドの 種類(た とえ ばt'INPUT","BYE"な ど)を 指 定 す る。

COMMA[NDPAIIAMIETER:COMMANDNAMEで 指定 され た コ マ ン ドに対 し,そ の 内容か 処

理 す る事 項な どを具 体的 に指 定 しま す。(た とえ ば,利 用 者 名の 指

示 ファ イル 名 の指 定 な ど)

コマ ン ドは,利 用 者 が新 し く追 加 ・登録 す る こ とで,次 第 にふ えてゆ く性質 を もって い ますが現

在 っ ぎに示 す よ うな コ マ ン ドが用 意 され てい る。

(1)シ ス テ ム との会 話 の開 始終 了 を行な うコ マン ド

HELLO

BYE

利用 者 とシス テ ム との会 話 の開 始。

利用 者 と シス テ ム との会 話 の終 了。

(副 フ ァイ ルの 内容 の作 成 ・変更 ・出力 に関 す る コマ ン ド。
`

INPUT

UPDATE

RENUMBER

OUTPUT

COUTPUT

COPY

LOAD

SAVE

、 フ ァイル を新 た に作成 し,登 録 す る。

す で に登 録 され てい るフ ァイル 内容 を修 正 す る。

す で に登録 されて い るフ ァイル の ラ イン ナ ンバ を新 たに 付け直 す。

フ ァイル の内容 を端末 装 置に 出 力す る。

フ ァイル の内容 を電子 計 算センターの 高速 製表 印字 装 置 に出力 す る。

す で に登録 されて い るフ ァイル の写 しを ランダ ム ・アクセ ス ・フ ァ ・

イル の他 のエ リアに とる。

磁 気 テー プ にあ る フ ァイル を ラン ダム ・アクセ ス ・フ ァイル に移 す。

ラン ダム ・アクセ ス ・フ ァイル を磁気 テ ー プに ダ ン プす る。

(皿)フ ァ イ ル デ ィ レ ク ト リの ハ ウ ス キ ー ピン グ に 関 す る コ マ ン ド

RESERVE

RENAME

MODECHANGE

1)URGE

1}ULL

ラ ン ダム ・アクセ ス ・フ ァイル にエ リア を確 保 し ファイル名 を フ ァ

イル デ ィ レク トリに登 録 す る。

す で に登録 され て い るフ ァイル の名 前変 更。

す で に登録 され てい るフ ァイル のモー ド変更。

す で に登録 され てい るフ ァイル の抹消。

他 の グル ー プの フ ァイル の利用 を可能 に す る。
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実行終了

入力,出 力 を

待っている状 態

プ ログ ラム の実行終 了

プ ログ ラム実'行
の た めに 待

行 列 に入 って プ ログ ラムの ロ ー ド終 了
い る状 態

コ マン ドの タイプ終 了

鵠 謙 緩婿 芽9莞 織 こ
はなったが そ の後 コマ ン ドを待 つ

入 力 のない 状 態 て い る状 態
開 始

プログラムをロード
し たが まだ実

して い ない状

ENDBEGIN

端 末 装 置 の 状 態

輌 プ ログ ラムの実 行 を制 御す る コマ ン ド

FORTRANFORTRAN言 語 で書 か れ た ソース プ ログ ラムを コ ンパ イル す る。

LINKFORTRANコ マン ドの 出力 で あ る数 々の リロケ ー タ ブルサ ブ プ ログ

ラム を リ ンク して オ ブジ ェク トプ ログ ラム を作 る。

STARTオ ブ ジ ェク トプ ログ ラム をイニ シ アル エ ン トリー ポ イン トか ら実 行 を開

始 す る。

RESTART実 行 を一 時中 断 され た プ ログ ラム の実行 を継続 させ る。

END実 行 を一 時中 断 され た プ ログ ラム を終 了 させ る。

ASSIGNプ ログ ラムで指 定 されて い るフ ァイル を実行 時 に他 の フ ァイル に変 更 さ

せ る。

(V)シ ステ ム の索引 お よ び問合 わ せの た めの コマ ン ド

LISTフ ァイル デ ィ レク トリに 登録 されて い るフ ァイ ルの情 報 を リス トア ップ

させ る。

ASK指 定 した フ ァイル が登 録 され て い るか ど うか を問合 わせ る。 あわ せ て,

フ ァイル デ ィレ ク トリの 詳細 な情 報 も出 力 す るこ と も可能。

INQUIRY現 在 の 会話 情況 な どシス テ ムの状 態 を問 合 わせ る。

TEACH利 用者 に使用 法 な ど コマ ン ドに 関す る情 報 を与 え る。

② シス テ ム と利 用者 の 会話

例1-1は,シ ステ ム と利用者 との 会話 例 で あ る。

この 例で は利 用者 が シス テ ムに 会話 開始 を要 求 し,会 話 を始 め,ソ ー ス プ ログ ラム をシ ステ ム の

フ ァイル に登録 し コンパ イル を して実 行す る様 子 が示 され て い る。
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例1-1シ ステ ム と利 用 者 の会 話例

VVELCOMIE

READY14-01-34

※HEI,LOGO1,E .SATO

WAIT14-02-16

HELI、OAT67./31214-02-16

NEAC-TSS(PHASEO)REV .01-04

READY14-02-16

※INPUTS,EXAMPLE

WAIT14-02-57

※

※

※
※

※
※

※

EOP

100

200

300

400

500

600

700,

K#O

DO201#1,1000

20K#K十1

WRITE(15,100)K

100FORMAT(1H,5X,2HK#,18)

END

IEOF

O.560

READY14-06-12

※FORTRANEXAMPI、E

WAIT14-06-44

]E】O]PO.852

READY14-06-52

※LINK

WAIT14-07-01

※01P且ASE./EXAMIPI、E

※02CALLN ./EXAMPI、E

※031EOF

EOP

R】i〕ADY

※START

WAIT

EOP

1.253

14-09-35

EXAMPLE

14-10-02

K二]≠500500

0.137

READY14-10-11

※1、IST

WAIT14-10-26

0NGFD

EOI)

READY

※BYE

WAIT

BYEAT

TIME

FCFN

DDATA15

SEXAM]PLE

DDATAl

REXAMPI、E

OEXAMPLE

1.740

14-12-51

14-12-58
67/312

USED4.542

CNUN
lM.YAMADA
lESATO
5MYAMADA
lESATO
lESATO

CD
6Z/302
6Z/312
6Z/309
67/312
67/312

UOAMODTDI

lNMWTGON

lNMWPGOFF

lNMRPGOFF

lNMWTGOFF

2NMWI)GOFF
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(3)フ ァ イ ル の 概 要

リモ ー ト ・ タ ー ミナ ル の 利 用 者 か ら ア ク セ ス さ れ る フ ァ イ ル は,ラ ン ダ ム ・ ア ク セ ス ・フ ァ イ ル

を中 心 と し たOn-lineStorageと,磁 気 テ ー プ を 中 心 に し たBackupStorageに よ

り 構 成 さ れ ま す 。 高 価 で,容 量 に 制 限 の あ るOn-lineStorageを 有 効 に 利 用 す る た め,ほ

と ん ど 利 用 さ れ な い フ ァイ ル は 磁 気 テ ー プ に 格 納 し,必 要 な と きOn-1ineStorageに うつ

しか え ら れ,利 用 者 は 自 分 の フ ァ イ ル が ど こ に 存 在 す るか を 一 々気 に し な くて も利 用 で き るよ う に

な っ て い る。

利 用 者 が,自 分 の フ ァ イ ル を 利 用 す るに は,シ ン ボ リ ッ ク なFileNameとFileClass

を 指 定 す れ ば 充 分 で あ る。

FileClassと し て は

S:(SourceProgramFile)

R:(RelocatableProgramFile)

O:(ObjectProgramFile)

D:(DataFile)

Ul(TransactionFile)

の5種 類 が あ る。

ま た,利 用 者 はCreationNumberに よ っ て,同 一 のFileNameとFileCIass

を も っ フ ァ イ ル の 中 で も特 定 の 作 成 番 号 を も っ フ ァ イ ル を指 定 す る こ と も で き る。

フ ァ イ ル は,そ の 機 密 保 持 の 必 要 性 と 共 同 利 用 で き る 領 域 に 応 じて,っ ぎ の4種 類 の フ ァイ ル を

構 成 す る。

(i)PrivateFile… … ・・ 作 成 者 の み しか ア ク セ ス で きな い フ ァイ ル。

(ii)GroupFile同 一 の グル ー プ(研 究 室 と か,部 別 と か)の 人 な らだ れ で もが 利

用 で き る フ ァ イ ル 。

(iii).SharedFile他 の グ ル ー プ に 属 す る フ ァ イ ル で も,特 定 の 手 続 に よ っ て 利用 で

き る フ ァ イ ル。

aV)PublicFileシ ス テ ム と会 話 し て い る利 用 者 は 誰 もが 使 用 で き るRead二 〇nly

の フ ァ イ ル 。

(4}端 末 装 置

現 在 端 末 装 置 と してNEACTYPERの み が 接 続 され て い る。

NEACTYI)ERは,直 接電 信 回線 ・＼ また は変 復調 装 置 を通 して電 話 回線 に接 続 され さ らに

セ ン ターの 多重 通信 制御 部 に接続 さ れ る。

NEACTYPERは,図 の よ うな構成 で英数 字 ・特殊 記号 ・カナ文字(96文 字)を 使用 で き,

50ボ ー(273字/分)の 速度 で送 受 信 を行な う。 回 線 に よ る誤 りの検 出 は,パ リテ ィチ ェ ック

によ り行 なわ れ る。 さ らに,デ ー タの正 確度 を あげ るた め には,コ マ ン ドに よ り特 別の イ ン プ ッ ト・

モ ー ドをセ ッ トし,利 用 者が打 鍵 した内 容 を 電子 計算 機 に返 送 させ,利 用 者 が 確 認 して か ら処理 を
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行 な うとい った方 法 も可能 です。打 鍵 の 誤 り訂 正 は,後 退 キ イ と抹 消 キ イに よ り行 な う。

通
信
回
路
へ

「

宇 部 キ イボー ド

紙 テー プ

読 取 装 故

紙テープ

さん孔装匿

L-___一_一__一 一」 付 加 装 置

NEACTYPERの 構 成

⑤ 機 器構成

当セ ンター にお け るNEACタ イ ム ・シ ェア リン グ ・シス テ ム(TSS)の 構成 は 図1

うにな ってい る。

/
コンソール
タイプライタ

磁気テープ装置6台

㌔
トラ・・引 パ

.
.

↓ 「

磁気ディスク ・パ ック5台

〔9.6M字/台97・5ms}

NEAC2200/500

コアメモリ524K字

～.5μs/8字

可 変 長
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1.2 利 用 状 況

現 在 のMACシ ステ ムは 昭和44年12月 よ り稼 動 に入 りそ の使用 時 間帯 は9時 か ら17時 まで の

うち約5時 間乃至8時 間が 使用 され て い る。

なお 昭 和45年1月 か ら6月 末 ま での各 端末 の使 用 時 間は 次 のよ うに な って い る。

日本自動車連盟

電電公社

機械振興協会

郵 政 省

通 産 省

日本情報処理開発センター(3端 末)

93時 間

325時 間

237時 間

153時 間

102時 間

1,057時 間
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1.3 ア プ リ ケ ー シ ョ ン

外 部団 体 に端末 を置 き このMACシ ス テ ムの 使用 実験 をお願 い し たわ けで あ るが,団 体 に よ りそ れ

ぞれ 特 徴あ る使 い方 を して い る。

以下 はそ の 報告書 か らま とめ た もの で あ る。 なお 詳細 に っい ては 第2章 を 参照 され たい。

(1)日 本 自動 車連 盟

○ 会 員 業 務 …… 一会 員の 入 会 ・移動 ・継 続 ・退会 の手続 きお よ び刊行 物 の 配布 等。

○ 会員 照 会 業 務 …一… 会 員番 号 ・有 効期 限お よび会 費納 入状 況 の問 合 せ,路 上 サ ー ビス,旅 行

案 内サー ビス 等。

OEDP要 員 の教 育

○ その 他一 般事務 計算

(2)'電 電 公社

○ 理 論 計 算 ・・…… 通 信 回線網 に お け る トラフ ィ ック計 算,伝 送 路の 伝送 特性 計 算等。

○ 各種 試 験 ・実験 結 果 の デー タ分 析 …・・… 平 均値,標 準 偏差,最 大最 小,最 小二 乗 法,実 験 計 画

法,検 定 等の 統計 的手 法 によ る統計 業務。

○ 経 済 比 較 …・・… 通信 設 備 に対 す る最 適な 投資 ,使 用期 間,使 用設 備 の決 定 に関 す る経 済

的検 討。

(3)機 械振 興 協会

○ 産 業 連 関表 に よ る予 測

○ 統 計 業 務 ・

○ 情 報 検 索

(4)郵 政 省

○ 経 営分 析 の ため の計 算業 務 ・……・郵 政事 業経 営 の た めの統 計,郵 便 局 の規 模別 の コス ト,収 益

の 対比,資 金運 用 部 の資 金 の運用 状 況 の分析 等。

○ 郵便 同 等 にお け る要 員配 置 に関 す る業 務 ・……・保険 事 業部 門の要 員 配 置。

○ 共 通業 務のEDPS化 のた めの業 務 ・…・… 給与 計算 の ため のテ ス ト用 プ ログ ラム によ る演 算。

○ 建 築 計 算 等 …・…・職員 共済 組 合関 係 の保 険数 理 計算,郵 便 局舎建 築関係 の諸 計 算等』

⑤ 通 産 省

○ 各 種 計算 プ ログ ラム集 の作成 ・……・回 帰分 杭 相 関分 杭 分 散分 杭 時系 列分 杭 モ デル分 析
,

各種予 測 各種 作表 等。

O職 員 の 教 育

○ デモ ンス トレー シ ョン
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⑥ 日本 情 報処 理 開 発 セ ンター

○ 作 業 管理 情 報 シス テ ム

○ プ ログ ラム ・デ ィバ ッグま たは 部分 テ ス ト

○ 教 育 用
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1.4MACシ ス テ ム 利 用 上 の 問 題 点

(1)タ ー ミナル

端 末装 置 は使 用者 の 直接 の 操作 部分 であ るので かな り問 題が あ る。

一 般 にTSS用 の端末 装 置 として は操 作 が簡 単 であ るこ と
,人 間工 学的 に 操作 上 の誤 りが少 な く

な る様 に設 計 され てい るこ と,ま た誤 りをお こ した時 に容易 に修正 が で き るこ とな どが要 求 され る

わ けであ るが,こ のMACシ ステ ム使 用者 か らは,端 末 装 置類 の騒 音が 大 きす ぎ る,入 出力 装置が

遅 す ぎ る,表 示 装 置の位 置 の 悪 さ等が指 摘 され てい る。

〔2)レ ス ポ ンス タイ ム

シス テ ムの応答 時間 は端末 装 置 の操 作 の し易 さ と相 まっ てTSS使 用 者 に大 きな心 理 的影響 を与

え る問題 で あ る。

一 般 に端末 の前 で人 間が システ ムの 応 答 をお とな し く待
ってい られ るの は普 通5秒 以内 で あ る と

い う。 しか しこの 問題 は ハー ドウエ アの基 本 速度 ・記 憶容 量 の大 き さ,補 助 記憶 装 置 の ア クセス タ

イ ム,ペ ー ジ ング,ダ イ ナ ミック デロケ ー シ ョンの機 能,メ モ リ保 護 機 能,フ ァイル構成 等 ハ ー

ド,ソ フ トにわた る さま ざま な機能 の 複合 結 果 として 表 われ る現 象で,い わ ゆ るOSの オ ーバ ヘ ッ

ドに大 きな関 係が あ る。

MACシ ス テ ム使用 者 か ら も端末 装 置 の入 出力 の遅 さ と共 に レスポ ン スタ イムの 遅 さが指 摘 され

て い る。

(3)フ ァイ ル システ ム

フ ァイル システ ムは その容 量 とか アクセ ス方 法 の制 限 に よ り端末 の 個数 とか ア プ リケ ー シ ョンの

内容 に影響 を与 え る もの で あ る。

一 般 に フ ァイル システ ム として各 使用 者 間 の機密 保護 お よ び互 い に干 渉 して 他 の フ ァイル を乱 さ

な い こ と,ま た逆 に各 使用 者 間 で フ ァイル の共 同 利用,故 意 また は偶 発的事 故 に対 す る保護 デー

タの性質 によ って 記 憶 レベル を決 定 す るメモ リハ ィ ラー キの 問題等 が要 求 され るわ けで あ るが,こ

のMACシ ス テ ム使用者 か ら もフ ァイル 容量 が小 さい,フ ァイル の更新 が 自動 化 され てい ない,ダ

イ レク トアク セス 機能 が ない 等が 指 摘 され てい る。

(4)言 語

言 語 の 問題 と して コ マ ン ドと言 語 プ ロセ ッサ にわ かれ る。

まず コマン ドにっい て い えば,一 般 的に 自然語 に近 い 表現 で,わ か り易 く,種 類 もあ ま り多 くな

い方 が 望 ましい の で あ るが,初 心渚 には な るべ くや さ し く,経 験 者 に はか な り複雑 な事 も出来 る様

に機 能 として はか な り複雑 な もの も持 ってい るこ とが 望 ま れ る。 普 通の 仕事 をや るに は,そ の中 の

あ る限 られ た機 能 の み を使 えば よ く,省 略時 の機能 を生 か して,コ マ ン ドも特 に指 定 しな け れば標

準動 作 を行 い,コ マ ン ドその もの,あ るい は コマ ン ドの パ ラメー タには,い ろ い ろ指定 が 出来 るよ
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うに して お く事 等 が要 求 され る。

次 に言 語 プロセ ッサ として は現在 実用 化 されて い るTSSの ほ とん どが既成 の言語 を会 話形 に し

た もので あ るが基 本 的 には,今 まで の言語 はす べ て バ ッチ用 に開 発 され た もの で,そ れを無 理 して

会話 形 に して も,当 然 そ の欠 点 は 出 て く るの で,や は りオ ン ライ ン用 に 開発 され たBASIC,

JOSSな どの様 な 会話 形専 用 言語 の 開 発が大 きな 問題 で あ る。

MACシ ス テ ム使用 者 か らはま ず コ マ ン ドの問 題 と して,コ マ ン ドの パ ラ メー タの指 定 位 置,指

定 方法 に 任意 性 を もたせ る,い くっか の コマ ン ドを組 合せ た 複合 形の コマ ン ド,あ るステ ー トメ ン

トの1部 分の み を変 更修 正 で きる コマ ン ド等が 望 まれ てい る。 また言語 プ ロセ ッサ の 問題 として,

COBOLは 会話 形 言語 として適 当 でな い,会 話 形 専用 言語 の開 発の 必 要性 が指 摘 されて い る。

㈲ システ ムの 信頼 性

一 般 にTSSに お け るハー ド
,ソ フ トを含 めた信 頼性 は大 変 問題 にな る ところ であ る。

基本 的 に はハ ー ドが先 づ安 定 でな けれ ばな らな い が,も し異 常 が起 ったな らば ソ フ トが どの程度,

それ を カバ ー し,被 害 を如 何 に最 少 限 に くい 止 め るか とい う事 で あ る。 例 えば,あ る端末 に 関連 し

た部 分 でお こ った異 常 事態 な ら,最 低 その端 末 だ けの ダ ウ ンです ませ た いわ けで あ る。 人 間 は何 を

す るか わか らな い か ら,ど こかの 端末 で使用 者が どん な誤 動 作 をや って もシス テ ムが こわ れ た りし"

て はな らな い。 ま た仕事 の途 中で 中 断 し,後 で そ の続 きをや りたい とい う事 が あ るの で,プ ログ ラ

ム やデ ー タを一 時 シス テ ム に保 管 してお いて もらい た い。 それが 安全 か ど うか,何 か の理 由 で 乙わ

された りしない だ ろ うか,ま た は無 断 で他 人が 利用 しな い だろ うか とい うよ うな 心配 は一切 か けて

は な らな い。 これ らを含 めた シス テム の安定性,信 頼性 が 要 求 され るわ けであ るが,MACシ ス テ

ム 使用者 か らはセ ン トラル コ ン ピュー タの 障害 が多 く,よ く端末 操作 が 中 断 され た,デ ー タを入 れ

コ ン ピュータ の処理 が 終 了前 に次 のデ ー タを入 れ る と端末 装 置 が止 ま って しま った,障 害 や 異常 動

作 に対す る表示 が 理 解 しに くい 等が 指 摘 され てい る。
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1.5 今 後 の 解 決 策

わず か半年 の 使用 経験 で は如 何 に も短 いが,そ の 間 に得 られ た問題 点 は前述 の通 りであ る。 特に 各

使用 者 に共 通 した 問題点 と して 端末 機 器の 騒 音,入 出力 の 低速,セ ン トラル コン ピ ュー タの 障害 に対

す る印象 が強 か っ たよ うな ので,そ の点 に対 す る使用 者か らの建 設的 な意見 も含 め て,MACシ ス テ

ム の 望 ま しい 姿 にっ いて 述べ て み たい と思 う。

一 般 に端 末 装 置 と して は
,現 在 タ イ プ ライタが最 も多 く使わ れ てい るが,騒 音 がな く使 い 易い とい

う点 では デ ィス プ レイ装 置が す ぐれて い る。 しか しハ ー ドコ ピーが とれ な い こ と,ま たデ ィス プ レイ

の 中 で も図 形が 扱 え るグラ フ ィ ック ・デ ィス プ レイ はま だ価格 が計算 機 な みで あ る こ と,計 算 機 が不

得 手 とす る図形 を扱 うた め に計算 機 に対 す る負 荷が 大 き くな り,タ イ プ ライ タの よ うに数多 くの 端末

を つ け られ ない 等 の 問題が あ る。 また新 しい端末 としては タ ッチ トー ン電話 器が あ る。 これは現 在 電

電 公社 のデ ー タ通 信用 と して 利用 され てい るが,10個 の押 ボ タ ンの組合 せ で英 数字 を表現 し,計 算

機 か らの応 答 を音声 で 得 る もの であ る。 ま た,リ モ ー ト・バ ッチ的な 使 い方 と して は紙 テ ー プや カー

ド読取 機 ライ ン プ リンタな どを端末 と して接続 で き る方式 もあ るが磁 気 テー プ も扱 え る と便 利だ と

い う意 見 もあ る。 端末 として の磁 気 テ ープ は周 辺装 置の そ れ と同 じよ うな性能 を もってい る必要 は な

く,カ セ ッ トテー プの よ うに ポケ ッ トに入 る程度 の リールが 扱 えれ ばよい。 そ して 使用頻 度 の比 較 的

少 ない デー タや プ ログ ラムは この テ ー プに保 存 してお けば計 算機 の補助 記 憶 装置 をよ り有効 に使 うこ

とが で きる。

レス ポ ンス タイ ムに つい て い えばTSSの 使用 者 は端末 だけが たよ りな の で
,中 央 の 計算 機で 何か

が起 ってい るの で はない か とイ ライ ラ させ るの は最 もい けな い こ とな の だが
,わ けて も応 答 時間 が遅

い 時は気 に か ～る もので,そ うい う時に,今 何 を処理 しっ ～あ るか とい うこ とが あ る程度 伝 え られ る

と人 間 は安心 す る。 例 えば,そ の使 用 者の 仕事 が実 行 され てい る時 に は端末 に ラ ンプがっ くとか,何

か音 を出 して い る とか,デ ィス プ レイに今 処理 しっ 〉あ るス テー トメ ン トの番 号 を表 示す るこ と等 が

考 え られ る。

次 に言語 にっい ては問 題点 の とこ ろで述 べ たよ うに 簡単 で,わ か り易 い,任 意性 の あ るコマ ン ドが

必要 なの はい うまで もな いが,会 話 形 の もの は,プ ログ ラムの作 成,変 更 実行 が随 時 任 意 に切 り

換 え られね ばな らな い とい うこ とか ら,一 番影 響 があ るの は,プ ログ ラム の一 部変 更 の処理 であ る。

例 えばFORTRANで,宣 言 ス テー トメ ン トを後 か ら変 更 した り,挿 入 した り,削 除 され た りす る

と,オ ブジ ェ ク トプ ログ ラム を作 って いれ ば,リ コンパ イ ルす るほか は な い。 ソ ース に近 い形 で とっ

てお け ば大 した手 間 はか 、 らない 。 しか し,そ れ だ と実 行時 間が か 、っ て仕 方が ない 。 この よ うな こ

とか らプ ログ ラムの一 部 を変 更,修 正 で き るコマ ン ドの必要性 とか,会 話形 専用 言語 の開発 の必 要性

が 望 まれ る。

次 は信頼 性 で あ るが 先 づハ ー ド,ソ フ ト共 に安定 した もの にす るこ とが原 則 であ る。 今 まで に多 重
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通信 制 御 部 の ダ ウ ン とかバ ック グ ラン ド・ジ ョ ブでの ミスが フ ォー グラ ン ドの方 に 影 響 を与 えた等 の

障害 が あ った よ うだが,こ れ らの 解決 も含 めて 障害,異 常 動作 等 が容 易 に利用 者 にわ か るよ うに そ の

表示 警 報 機能 が整 備 され,か っ正 常 動作 へ の 復帰 の た めの操 作 が 簡単 で あ る こ とが 重要 で あ る。

以上 簡 単 に ま とめて み たわ けで あ るが,今 後MACシ ス テ ムが,

1.シ ステ ム の応答 が 早 い こ と。

2.ハ ー ドウエ ア,ソ フ トウエ ア を含 めて シ ステ ムが 安定 してい る こ と。

3.初 心者 で も容 易に 使 え,ま た経 験 者 に も満 足 がゆ くシ ステ ムで あ るこ と。

4.人 間工 学 的 に使い 心地 の よい シス テム で あ る こ と。

5.経 済 的 に 安価 な こ と。

これ らTSSの 原則 を満 た し,使 用 者 に満 足 され る もの にな る こ とを望 む 次第 であ る。
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2.各 団体 の使 用状況





これは,NEAC・ タイム ・シェア リング ・システム の端 末機 を当セ ンターお よ び外部 団体(日 本 自動

車連 盟 日本 電信 電 話公 社,機 械振 興 協 会 郵 政 省,通 産省)に 設 置 し,昭 和44年10月 よ り約 半

年 間 にわ た り使用 実験 を行 な ったが,そ の実験 報告 書 で あ る。

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

(社)日 本自動車連盟における利用状況

日本電信電話公社における利用状況

(財)機 械振興協会経済研究所における利用状況

郵政省における利用状況

通産省における利用状況

当センターにおける利用状況
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2.1 日本 自動 車連盟 にお ける利 用状況

当連盟では昨年財団法人 日本情報処理開発センターの依頼によりTSS端 末装置を設置し,EDP

S化 対象業務 一 会員業務 一 の一部をMACシ ステムに組入れるべ くシステム開発を試みた次第で

ある。現在MACシ ステム自体の各種制約条件のもとで,当 連盟機械化対象業務のみにこだわってい

たのでは,一 時的にせよ端末装置設置の利点が稀薄になる恐れがあるため,各 種事務計算,EDP要

員の教育訓練並びに一般職員のEDP啓 蒙等にも利用している。そのためにも端末装置の設置場所も

EDPS化 対象業務である会員業務の窓口ではなく,一 般職員も使用できる場所に設置するように配

慮した。

短期間であるが当連盟でTSS端 末装置を利用した状況を報告 して今後の遠隔情報処理システムの

開発に資することができるならば幸いである。

2.1.1TSSの 利 用 の 目 的

当連 盟 にお け るTSSの 利用 の 目的 の第1は 当連 盟加 入 会員 の 照会 業務 をON-LINE化 す る実験

にあ る。 当連盟 で は加 入 会員 に対 して 路上 サ ー ビス,旅 行案 内サ ー ビス,海 外 自動車 旅 行サ ー ビス お

よ び各種 相 談サ ー ビス等 を実 施 して い る。 現 在 会員 数 も約20万 人 近 くにな り,会 員 の 入会,移 動,

継 続 お よ び退会 の手 続 刊行 物 の配 布等 の会 員業 務 の事務 量 も増大 してい るた め,会 員業 務 を中 心 と

してEDPS化 を実 施中 であ る。 各会 員 に対 して会 員証 お よ び会 員 手帳 を発行 してい るが,会 員番 号,

有 効期 限お よ び会 費納 入状 況 に っ い ての 問合 わせ 一 会員 照 会業務 一 が多 く,人 手 で会 員 台帳 を調

べ る作 業 が事務 能 率 の 隣路 とな っ てい る。 会員 に対 す るサ ー ビス の 向上 を考 慮 して この 問題 を解決 す

るた め,ON-LINEシ ス テム を考 え,そ の一 部分 にTSSを 利用 し実 験 して み た。

第2に 当 連盟 のEDP要 員 の教 育 訓練 お よ び一 般 職員 に対 す るEDPSの 啓 蒙 で あ る。EDPS化

実 施 中 の現在 におい て は早 急 にEDP要 員 を確 保 しな けれ ばな らず,ま た会員 業 務以外 の業務 へ影 響

する事 務 も増 す と考 え られ るた め,一 般 職員 のEDPSに 対 す る知 識 の浸 透 を計 りた い。

第3に 会員業 務 以外 の 業務 に補助 的に利 用 す る方 法 が考 え られ る。 一 般 にTSSの 効果 として,(D

大 型 電子 計算 機 を必要 な と きにい っで も使 うこ とが で き る。(ii)どの よ うな種 類 の業務 で も処 理 で きる。

(iii)会話 形式 で利 用 で きるな どが 挙げ られ るが,こ こでは㈲ に沿 った使 い 方 に重点 をおい た ので あ る。

2.1.2会 員 検 索 シ ス テ ム

TSSの 利用 の 目的 に掲 げ た会 員 紹介業 務 のON-LINE化 実験 の ため に会 員検 索 システ ム を考 え

た。 ここに その概 要 を 紹介 す る。

(1)シ ス テ ムの 概要

会 員紹 介業 務 は現 在約20万 人 の会員 台 帳の中 か ら問 合わ せ の あ った特定 の1人 の 会員 を検 索 す
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る作 業で,単 純 で あ るが 膨大 な作 業 量で あ る。 この シス テム の主 な機 能 は会 員 台 帳の代 りの 会員 検

索用 の フ ァイル の 中 か ら会員 番号 を参照 しなが ら会 員 名 を探 し出す こ と と,そ の反 対 に会 員名 か ら

会員 番号 を拾 い出 す こ との2っ で あ る。

シス テ ム機器 構 成 は図2-1-1に あ るよ うに,中 央処 理 装置,磁 気 デ ィス ク装 置,カ ー ド読 取

装置,端 末 タイ プ ライ タ装置 等 を 必要 とす る。

この シ ステ ムは 大 別 して2っ の部 分か ら成 る。 そ の一 つ は会員 検 索用 の フ ァイル を作成 す る部 分

で あ り,他 の一 つ は 会員 名,会 員番 号 を検 索す る部分 であ る。会 員検 索 用 の フ ァイル を作 成 す る部

分 は さ らに3っ の 段 階 に分 け られ る。 第1段 階で は会 員 番号 順 ま たは会 員 名 のABC順 に並 べ た カ

ー ドを揃 え る。 会 員 番号,会 員 名 をパ ンチ した カー ドを ソー トして もよい し,会 員番 号,会 員名 を

含 む磁 気 テー プか らカ ー ド穿 孔 機 で カー ドを 出力 して もよい 。 第2段 階で は検 索用 フ ァイル を作成

す る時間 を短 縮 す るた め に,MACシ ス テ ムのCINPUTコ マ ン ドを使 って カー ド ・イメー ジの デ

ー タ ・フ ァイル を作 成 す る。 第3段 階で は5個 の デー タ ・フ ァイル を1個 の検 索用 フ ァイ ルに ま と

め る。 この こ とに よ って検 索用 フ ァイル の使 用効 率 を高 め るこ とが で き る。 これ らの作業 の流 れ は

図2-1-2の フロー ・チ ャー トに示 した。

中央処理装 置

N500524KC

周辺 制御切換部

N216A-1

カー ド読取 装置

N223

800齢

オンライン

W36ア ダプ タ

R76

中央処理装置

N20065KC

多重通信制御部

N284A-3

端末 タイプライタ装置
N289A-1

520鋤

図2-1-1機 器構 成 図(必 要 な部分 の み)

② フ ァ イ ル の 構 成

こ の シ ス テ ム で 使 用 す る フ ァイ ル は す べ て 磁 気 デ ィ ス ク装 置 に 納 め られ て い る。 種 類 は カー ド ・

イ メ ー ジ の デ ー タ ・ フ ァ イ ル と検 索 用 フ ァ イ ル の2種 で,前 者 が5個,後 者 が6個 あ る。

フ ァイ ル の レ コ ー ド ・ フ ォ ー ム

デ ー タ ・フ ァイ ル に は1種,検 索 用 フ ァ イ ル に は ヘ ッダ ・レ コー ド と デ ー タ ・ レ コ ー ド との2種

の レ コ ー ドが あ り,そ れ ぞ れ の レ コー ド ・フ ォ ー ム は 図2-1-3の 通 りで あ る。
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フ ァイル 作成

プログ ラム

CINPUT

コ マ ン ド

操 作手 順

① デー タは 帳票 か らパ ン チす るか,あ るい

は磁 気テ ー プか らカr－ド穿 孔 装 置に 出力 す

るか して カー ドを作成 す る。

② 会 員番号 の 順 あ るい はABC順 に 並べ替

え る。

③ セ ンター の カ ー ド読取 装置 にデ ー タ ・カ

ー ドをセ ッ トしてCINPUTコ マ ン ドに よ

り,カ ー ドイ メー ジの デー タ ・フ ァイル を

作成 す る。

④ 検 索用 フ ァイル を作 成す る。 検索 用 フ ァ

イル1つ に対 して1っ の フ ァイル作成 プ ロ

グラ ムが あ る。

⑤ 会 員番 号 を入 力す る と会 員 名 を出 力 し会

員名 を入力 す る と会 員 番号 を出力 す る。

会員番号/会員名

会員名/会員番号

図2-1-2フ ロー ・チ ャ ー ト と操 作 手 順
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デ ー タ ・フ ァ イル の レ コ ー ド

、

検 索用 フ ァ イル の ヘ ッ ダ ・レ コ ー ド

最後 の データ

(25桁)

最 初の データ

(25桁)

検 索 用 フ ァ イ ル の デ ー タ ・レ コ ー ド

第1フ 。 一 ル ド 第2フ ・ 一 ル ド 第3フ ・-Jレ ド 第4フ ・ 一 ル ド 第5ブ イ ー ル ド

の デ ー タ の デ ー タ の デ ー タ の デ ー タ の デ ー タ

図2-1-3フ ァ イ ル の レ コ ー ド ・フ ォー ム

検 索用 フ ァイル

検 索用 フ ァイルは1人 の会 員 に対 して会 員番 号 と会員 名 の25桁 の情 報 を集 積 した もの に過 ぎな

いが,MACシ ステ ム の ユーザ ズ ・フ ァイル の制 限 す なわ ち,(i)容 量制 限,(ii)1つ の プ ログ ラムで

扱 えるフ ァイル の個 数制 限,㈹ ア クセ ス の方 法(シ ーケ ンシ ャル ・フ ァイル)か ら,で きるだ け多

くの会員 の情 報を 簡単 な操 作 で格納 で き るよ うに工 夫 され てい る。 検索 用 フ ァイル を作成 す る と き,

端末 の カー ド読取 装置 で は読取 速度 が低い た め,6万 人 の会員 を処 理 す るの に時 間が か か り過 ぎ る

の で,CINPUTコ マ ン ドを利用 してセ ンター の カー ド読 取装 置 か ら入力 す る。 またMACシ ス テ

ムで 利用 で き るフ ァイル の1レ コー ド当 りの記 録文 字数 は133キ ャ ラ クタで,カ ー ド・イ メー ジ

で記録 す る と無駄 な 部分 が多 くな るので,一 度 カー ド・イメ ー ジの デー タ ・フ ァイル を作成 し,こ

の デー タ ・フ ァイル を介 して検索 用 フ ァイル を作成 してい る。

MACシ ステ ム下 のFORTRANプ ログ ラムで は フ ァイル として7個 ま で しか使 用 で きな い。 ま ・

た1フ ァイル 当 りの容 量 は約4425レ コー ドで あ り,1レ コー ドに5人 分 のデ ー タ を記 録 す る と

して 約6万 人 の記 録 が限度 であ る。
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コ ー ド設計

会 員番 号 は従 来5桁 の識 別 番号 で あ った が会員 業務 のEDP化 に伴 な い,旧 会 員 番号5桁 に1桁

の本 部 コー ド,2桁 の期 限 月 コー ドお よび1桁 のチ ェ ック ・デ ジ ッ トを加 えて10桁 の新 しい会 員

番 号 を作 成 した。

本 部 コー ドは現在 関 東本 部 だ けで,そ の コー ドは1で あ る。 期 限月 コー ドは その 会員 が何 月 に期

限が 切 れ るか を示 す もの で あ る。

チ ェ ック ・デ ジ ッ トの 計算 の仕 方 は次 の 例の 通 りで あ る。

(例)12月 に 関東 本 部 に入会 し,会 員 識 別番 号123456と 付 け られた人 の会 員番 号 は,っ

ぎの よ うに な る。 た だ し関 東本 部 コー ドは1と す る。

会 員 識 別 番 号 123456
111

1桁 置きに2倍 して有効

桁の数字を各々加える

lll

l41813

111111
111111

各々の数を下してすべて

加える

↓}}}}{
1十4十3十8十5十3=24

加えた数の下の桁を切上

げた数から,加 えた数自
身を引く

チ ェ ッ ク

30-24-6・ ・一→ デ ジ

ッ ト

(3)プ ログ ラム

プ ログ ラム は検索 用 フ ァイル を作成 す るプ ログ ラム と検索 プ ログ ラム とか ら成 り,と もに言語 は

FORTRAN(NEAC-MOD皿FORTRANCompilerK)で 書 かれ て い る。

フ ァイル作 成 プ ログ ラムは5個 の デー タ ・フ ァイ ル を入 力 して1個 の検索 用 フ ァイル を作成 す る。

コ ン パ イ ラの 制約 で6個 の検 索用 フ ァイル を作 成 す るた めに6個 の フ ァイル 作成 プロ グ ラム を用

意 してい る。

検 索 プ ログ ラム では シー ケ ンシ ャル ・フ ァイル の 欠点 を補 うた めに,イ ンデ ックス を設 け,検 索

用 フ ァイル のOPENと 同時 にヘ ッダ ・レ コー ドを読 んで イ ンデ ッ クス を作 成 す る。 端 末 タイ プ ラ

イ タか ら入力 され た会 員名 ま たは 会員番 号 の入 って い るフ ァイ ル をイ ンデ ックス で探 す。 探 し出 し

た フ ァイル を シー ケ ン シ ャル に検 索 し,検 索 の終 了 後CLOSEし 再度OPENし てっ ぎの検索 の た

め に準 備 す る。

(4)問 題点 と今 後 の課 題

実験 的 に考 案 した検 索 シス テム では,MACシiテ ム に制 限 され実 用 的 では ない。 問題 点 の第1

は全会 員 約20万 人の フz,イ ル を作成 で きな い点 で あ る。 これ は致 命 的な事 情 で会 員 のサ ー ビス を

考 え るな らば,ど の会 員 に対 す る問合 わせ に も応 えな けれ ばな らな い。 そ のた めには16,000KC

の情 報 を記 録 で き るフ ァイルが 必 要 とな る。MACシ ス テムの 設計 目的か らは ず れて い る利用 方法
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なの で これ だ け大 容 量 の フ ァイル を備 え られ ない。

第2にSORTを 組 込 ん で いな い こ とで あ る。 実験 的 に会員 番 号 と会員 名 の相 互 の参 照 だ けであ

るが,実 際 的に は現 住 所,有 効期 限 もフ ァイル して それ らに よ る検 索 もしたい 。 最 低80CH/レ

コー ド必 要 で,SORTも4種 位 必要 で あ る。

第3と して フ ァイル の更 新 を 自動化 してい な い点 が 挙げ られ る。 これ はSORTを 組 込 めな い た

めで あ る。

第4に カナ文字 を使 用 す る こ とが で きない。 会員 名,現 住 所 はカ ナ文字 に したい。 ロー マ字 を使

う と記録 文字 数 が長 くな る。

大 容量 フ ァイルの 問題 は磁 気 テー プ を使用 す れ ば,あ る程度 解 消 され る。 しか し現 在MACシ ス

テ ムで はMOD皿 の磁 気 テ ー プ との 互換性 が な い。

2.1.3TSSの 利 用 状 況

約3ヵ 月間 の利 用者 は会 員業務 を担 当 して い る3～4人 と他 に2～3人 であ る。 い ずれ も担 当 の業

務 に必 要が 生 じた 簡単 な計 算 問題 を 自分で プ ログ ラム し ソ ロバ ン代 わ りに用 い た 程度 で あ る。 職 員 の

中に はEDP要 員 として メー カの 主催 したCOBOI,SS習 を受 けた者 が3名 い るが,TSSのCOBOL

は使用 して いな い。

作成 した プ ログ ラム を項 目だ け挙げ る。

①1～20,000の 素数 を求 め る問題

②218,000～220,000の 会 員番 号 を順 に プ リン トす る。

③ 区分 求積 法 に よ るf(x)の 積 分

④ 連 立 方 程式 を消 去 法,掃 出 し法 に よ る解 法

⑤ フ ィボ ナ ッチ数 の 計算

⑥ 乱数 発 生

⑦ 金 利計算

⑧ Σk,Σk2,Σk3,Σk/2,Σk/3を 求 め る。

⑨ 最小2乗 法 に よ る新入 会 員数予 測

⑩ 在籍 会 員数 の予 測

2.1.4TSS利 用 の 問 題 点

端末機 設 置 以後3ヵ 月 間 に気 のつい た問題 を 挙げ る とっ ぎの よ うに な る。

(1)TSSに 対 す る問題点

問 題点 の 第1と して一 般 業務 に対 す る必要性 が少 ない こ とが 挙げ られ る。 当連盟 の 業務 に は事務

的 な仕事 が 多 く,科 学 計算 的 な ものが少 ない。 事務 的な 計算 の仕 事 は入 出力 の デ ー タ量が多 く,端

末 機 で扱 うに は不 適 当で あ る。

第2に 簡 単 な計 算 ではCOST高 にな る。実 験 期 間中 で は経 済性 にっい て考 慮せ ずに 使用 してい
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た が,試 行錯 誤的 な プロ グ ラム作成 作 業 は相 当 な時間 を要 す る。

第3に フ ァイ ル容 量が小 さい 点 で,会 員 検索 シス テム の と ころで述 べ た通 りであ る。

第4に 主 記 佳容 ㍑が 小 さい。 ロー ドで き る最 大 の プ ログ ラム は24バ ンクで,1バ ンク当 り

4096CHで あ るか ら約98KCで あ るが,実 際に は最 大 限16パ ン クであ り,FORTIUNで

8KW位 しか 使用 で きな い。 最 低16KWは 必要 であ る。

② 施 設 に対 す る問題点

先 ず 第1に 端 末 機装tfi類 の騒 音 を挙 げ る。 静か な事務 所 の申 に 置 くの は不 適 であ る。 また端末 タ

イプ ラ イタ装 置 のキー をた た く音は 不 快な 機械 音 で操 作す る人 に相 当 な疲 労 を与 えてい る。

第2に 入 出力 装 置が 低速 で,多 量 の デー タを入 出力 す るの に相 当な 時間 が か か る。 とくに当連 盟

で は端末 カー ド読 取装 置 の 設備 がな く,セ ンターの カー ド読取 装 置か ら端 末 タ イ プ ライ タよ りの

CINPUTコ マン ドで入 力 した。

第3に ボ タン類 の表 示 と位 置 が悪 く,操 作 に戸惑 うこ とが多 か った。

以上3点 を挙げ たが,一 一般 的 にい ってHAIRI)WAREに,も う少 し工 夫 が必 要 だ と思 わ れ る。

(3)利 用 方法 につい て

約3ヵ 月 の間 に障害 事 故が か な りあ った。 と くに端末 機 装置 の安 定性 が な く利用 で きない 事が 多

か っ た。 また セ ンター側 の障害 事 故(多 くはMCCUの 障 害)に よって 長 時 間使用 で きない事 もあ

った。 セ ンター側 で の障害 の と きに 連絡 の遅 れ があ って,事 故を知 らず に戸惑 うこ と もあ り,管 理

体制 を さ らに規 則 化す る必要 が あ る。

TSSを 実用 的に利用 す るた めに は,汎 用 の アプ リケー シ ョン ・プロ グ ラム を作 成 して,い っ で

も簡単 に使 用 で き るよ うな体制 が必要 であ る。 プロ グ ラム作成 に時 間 がか か るよ うではTSSの 実

効 はな い と思 う。

(4)今 後 利用 す るた め に要 望す るこ と

わず か3ヵ 月 間 で あ るが,前 節 に述 べ た よ うにい くっか のTSSに 対 す る問 題点 に気づ き,今 後

有効 に利用 す るた め に改良 して欲 しい事 項 と有 効な 利用 の方 法 にっ い て意 見 をま とめて みた。大 別

して(DTSSに 対 す る もの(ii)施 設 に関 す る もの(iii)利用 方 法 にっい て の3つ に な る。

(i)TSSに 対 す る もの

TSSの 本 来 的相 模 は燗 と酬 との意 思交換(ManMachineCo㎜unication

また はMachineAidedCognition)す るこ とに あ る と思 う。 この 目標 を達 成す るた

めに はっ ぎの3っ の 要請 に応 えな けれ ば な らない。 す な わ ち(i)対話 形式 の処 理 方式 を備 え,㈲ イ

ン フ ォメー シ ョン ・ユ ー テ ィ リテ ィを備 え,㈹ マル チ プル ・ア クセ ス ・コ ン ピュー タ として の機

能 を持 つ こ とで あ る。

対 話形 式 の処 理方 式 の一 つ として,人 間 と機械 とが 「会話 」 しなが らプ ロ グ ラムを作 成 してい

く方 法が あ るが,従 来 バ ッヂ処 理 方式 で用 い てい た プ ログ ラム言語 す な わ ちFORTRANと か

COBOLな どを少 し修正 した程 度 で は 「会 話 」で き るとは言 えず,ま た処 理 プ ログ ラム も複雑 に

な る。 した が って早 急 に会 話式 専用 言 語が 開 発 され な ければな らない。
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イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィ とは大 型 電子 計 算機 を利用 した い と きにい つで も利用 で

き るよ うな 形式 の こ とで あ るが,そ の機 能 が実 効 を上 げ るた め には仮想 記憶 システ ムが 完全 で な

けれ ばな らな い。NEAC-TSSのFORTRANプ ログ ラム では もっ と多 くの種 類 と容 量 を

もっ フ ァイル が 必要 に な る。 また アプ リケー シ ョン ・ライブ ラ リも完 備 され て,簡 単 に情 報処 理

で き るよ うに しな けれ ばな らない。

(ii)施 設 に関 す る もの

TSSが 最 も効果 を発 揮 す るの は多種 多 様 の端 末 機器 装置 の結合 で き る点 にあ るだ ろ う。TS

S本 来 の用 い方 で はない か も しれ ない が リモ ー ト・バ ッチ 的 な利用 の た め には,カ ー ド読取 装置,

ラ イン プ リン タ装 置,磁 気 テー プ装 置 を欠 くこ とは で きな い。 欲 をい えば,低 価格 軽 量,携 帯

可能 でか っ入 出 力の 高速 なTSS専 用 の 記憶 媒体 が 開発 され るこ とを望 み たい。

現在 の 端末 機器 であ るター ミナル ・タ イプ ライ タ装置 はデ ータ ・ステ ー シ ョ ン と共 に騒音 を発

し,事 務 所の 中 に設 置す る と他の 仕事 の 妨げ に な る。 機 械 的 な騒音 の な い機 器 の開発 と置換 を望

みたい。

制 利用 方法 にっ いて

TSSの 実 現 に よ って電 子 計算 機 の利 用 価値 は さ らに高 ま り,応 用 分野 は 拡大 され る こ とは 確

か らしい。 しか し電子 計算 機 はま だ まだ 高価 な もの で あ り,経 済性 は 無 視 し得 ない。 その 意味 で

利用 方法 にっ い て さ らに深 く検 討 され るべ きで あ る。

日常 業務 の 中 でTSSを 利用 す るた めに は,各 種 の ア プ リケ ー シ ョン ・ラ イブラ リが 備 え られ

な けれ ばな らな い。 会 話形式 で プ ログ ラム ・デバ ッグを簡単 にで きた として も,プ ログ ラム作成

の作業 は かな りの時 間 と人手 を要 す る作 業で あ るか ら,良 く使 わ れ る と思わ れ るプ ログ ラム また

はサ ブル ーチ ンはい つ で も使 え る形 に してお か な けれ ばな らな い。

'
(日 本1動:連竪 竪蔀)・f
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2.2日 本電信 電話公社に おけ る利用状況

昭 和44年 度 の(財)日 本 情 報処 理 開発 セ ンターの事 業 計 画 の1っ に遠 隔情 報処 理 シス テムの 開発

が取 りあげ られ,現 在 そ れ が実施 に移 されて い る。 この計 画 の 目的 とす る とこ ろは次 の2点 であ る。

すな わ ち,

一 マル チ プ ログ ラ ミン グ
,マ ル チ アクセ ス等の 新 しい 方式 に よ る遠 隔情 報処理 シス テム の開発,

お よ び これ に伴 うソ フ トウエ ア を開発 す る。

一 タ イム シ ェア リングお よ び リモ ー トバ
ッチ方式 に よ る各種 ア プ リケー シ ョン ・システ ムの開 発

お よ び これ に伴 うソ フ トウエ ア を研 究 す る。

これ らの 目的 を達成 す るた め,電 電公社 も郵政 省 を介 して参 画す るこ と とな り,以 下 の5項 にっ い

て技 術 協力 お よ び協 同研 究 の協 定 を取 りか わ し,通 信 回線 の 提供 を行 な ってい る。

1.

2.

3.

4.

5.

利用 す る設備 として は,

2200モ デル500お よ び200),通 信 制御 装 置お よ び これ に付 属す る設 備,電 電 公社,郵 政 省,

通 産省,(社)日 本 自動 車 連盟(財)機 械振興 協会,(財)日 本情 報処 理開 発 セ ン ター に設 置され

てい る各種 端 末 装置 が あ るが,こ れ らは デ ー タ通 信 回線 に よ りオ ン ライ ンで結 ばれ,い わ ゆ るタイム ・

、 シ ェア リン グ ・シス テ ムを 形成 してい る。

電 電 公社 に は端 末 装置 と して 変 復調 装置,デ ー タス テ ー シ ョン制 御 部,タ イ プ ライタが 設置 され,

昭和44年12月 よ り稼動 に入 り,主 とし て技 術 局内 で 利用 され て きた。

以 下 は昭 和45年2月 ま での約3ヵ 月間 にっ い て,こ のMACシ ス テ ムの電 電 公 社 にお け る利用状

況,利 用 者 の習 性,利 用上 の 問題 点,障 害,コ マン ド・システ ム,処 理業務 の 内容,利 用者 の 感想 ・

意見 に っい て調 査 した結果 を と りま とめ た もの で あ る。 とくにMACシ ス テムの 利用 上 の 問題点 に重

点 をお いて 記述 してい る。

使用 実 績 が わず か3ヵ 月 とい う短 かい期 間で あ った た め,得 られ た デー タに は多少 の 信頼 に値 しな

い もの も含 まれ てい る と思 わ れ るが,い わ ゆ る初 心渚 としての感 想 程度 に 解釈 してい た だ いて
,多 少

と も今 後 の参 考 に なれ ば幸 い で あ る。

TSSに お け る応 答 時 間の許 容 範 囲等 にっ い.ての研 究

フ ァイル管 理 シス テ ムの実 用 上 の 問題点 の研 究

コマ ン ドシス テ ムに つい て の研 究

端 末 装置 に っい て の研 究

回線お よび 計算 機等 の 利用 効 率 につ い ての研 究

日本 情 報処 理 開 発セ ン ター 内に設 置 されて い る中央 処 理 装置(NEAC
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2.2.1電 電 公 社 に お け るMAC利 用 者 の 特 徴

現 在 まで の利用 者 は すべ て電 気 通信 に関す る研 究実用 化 業務 に従 事 してい る技 術 者 で,年 令 層 とし

て は比 較的若 い 世代 で あ る。 したが って コ ン ピ ュー タ に対 す る興 味や知 識 欲 は極 めて 旺盛 で あ り,M

ACシ ステ ムに も積 極 的に取 り組 んで い く姿 勢 が強 い。 調 査 の対象 とな っ た利用 者 は電子 計算 機 に 関

して は一 応 の経 験 者 で,プ ログ ラ ミン グ技 術 に習熟 してお り,端 末 装 置 の操作 に もほ とん ど抵抗 を抱

か ない状 態 であ る。'

従 来電子 計算機 に よ り処 理 され た ジ ョブ は,ほ とん どの 場合FORTRAN言 語}こよ りプロ グ ラム

され,ま れICCOBOL言 語 が 使用 され て いた。 し たが って今 回のMACシ ス テ ム に対 して もすべ て

FORTRAN言 語 を用 い てお り,会 話 形式 に よるオ ン ライン処理 であ るこ と以 外 に は ジ ョブの 遂行

は今 まで と変 わ る ところが ない よ うであ っ た。

電 気 通信 に関 す る研 究実 用化 業務 は電子 計 算 機 に よ る処 理業 務 の対 象 として み た場合,

ア.科 学技 術 的な 理 論の 考察

イ.物 理 的諸 現象 の 解析 ・シ ミュ レー シ ョ ン

ウ.電 気 通信 システ ムの モ デル 設 定 とシ ミュ レー シ ョ ン

エ.各 種 実験 ・試験 の デー タの分 析 ・整 理

オ.経 済比 較 予 測

な ど科 学技 術計算 の 範 ち ゅ うに入 る ものが ほ とん どで あ る。 また オ ペ レー シ ョンズ ・リサ ー チの各 種

手法 が しば しば駆使 さち 電子 計 算機 を利用 して処 理 しや す い ものが多 い。 とくに理論 計算,シ ミュ

レー シ ョン,経 済比 較 な どは1つ の結 果 を見 てパ ラメー タを変 えてい く とい う逐 次処理 的色 彩 が強 く,

い わゆ るパ ッチ処 理 よ り も会話 形式 のMACシ ス テ ムが 歓 迎 され る1っ の条件 と もな って い る。 た だ

し長 大 な プ ログ ラム を要す るよ うな ジ ョブ にな る と,も は や会 話 モー ドでの 入力 は困 難 とな り,よ り

高速 な 入力 装置 に よ る リモ ー トバ ッチ処理 を望 むよ うに な る。 しか し この場 合 で もプ ログ ラムの作 成

時点 にお い て,そ の一 部分 にっい て会 話 モ ー ドに よ るデバ ッ グやテ ス トラン を行 な うとい ういわ ゆ る

オ ンライ ン ・プ 旦 グ ラ ミング ・デバ ッギ ンダ とい う利用 形 態 を とってMACシ ス テ ムを有 効 に利 用 し

て い るよ うで あ る。

本MACシ ステ ム は コマ ン ドによ りセ ンター の中 央処 理 装置 と対 話す るこ とに よ り,オ ンラ イ ンで

ジ ョブを処 理す る こ とを最 大 の特 徴 として い るが,現 在 まで の利用 者 が 使用 してい る コマ ン ドは用 意

され てい る2・8種 類 の コマ ン ドの うち16種 類 程度 で あ り,し か もこれ らの コマ ン ドに つい て その 使

用 方法 を完 全 に覚 えてい る者 は ほ とん どい な いのが 実情 であ る。 したが っ て端末 装 置 に 向 って円 滑 に

自分 の思い 通 りの ジ ョブ遂 行 が行 な わ れて い る とは言い が たい が,2～3回 の経 験 で相 当の レベ ル ま

で使用能 率 が 向上 す るよ うであ る。
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2.2.2MACシ ス テ ム の 利 用 状 況

本MACシ ステ ムの 端末 力1稼動 に入 った 昭和44年12月 か ら昭和45年2月 ま での3ヵ 月間 に つ

い て,MACの 利用状 況 を調査 した ところ以下 の よ うな結 果 が得 られ た。

利用 者 数

この期 間中,MACシ ステ ム を利用 して一 定 の ジ ョブ を遂 行 した者 は10名 で あ り,期 間 の割 に は

少 な かっ た。 これ らの 利用 者 は全 員MACシ ス テム にっ い ての 講習 会 を受講 した者 で あ った。

処 理件 数.

期 間 中 に処 理 され た業 務 件数 は11件 であ ったが,利 用 者 が 操作 に慣 れ て くるに従 って処 理 も円滑

にな り処理 件 数 も順 調 に 伸び てい る。

処理 時間

1件 当 りの処 理 に 要 した使用 回数 は平均4回 であ り,時 間 に して2～3時 間 であ った。

実 際 に は初 期 にお い て,セ ン ター装 置 の障害,端 末 装 置の 誤操 作,プ ログ ラム ミス等 に よ り大幅 な

中 断 を余儀 な くされ,相 当の時 間 を要 した と訴 えた者 が多 か っ たが,3ヵ 月後 の現 在 では 利用 者 も特

定 の人 に 限 られ て きてい るた め,た い て いの ジ ョブは ほ とん ど1時 間 以内 に処 理で き るよ うにな って

い る。

処理 プ ログ ラム

現 在 ま で に処 理 され た ジ ョブの プ ロ グ ラム は20～80ス テ ップの比 較 的小 さい ものが多 く,平 均

25ス テ ッ プ程度 で あ る。 これ らの中 に は長 い プ ログ ラムの作 成 段 階 にお け る各セ クシ ョンの プロ グ

ラム作成 や テス トラ ン,あ るい は逐 次計算 的 に1っ の結 果 をみ て プ ログ ラム を修 正 ・変 更す る とい う

性質 の ものが3件 あ った。

コマ ン ド使 用状 況

処 理 プ ログ ラムが すべ てFORTRAN言 語 に よ りプ ログ ラム されて い たた め,コ マ ン ドの 使用 に

関 して は一 定 の パ ター ンが み られ た。 そ の典型 的 な もの として は次 の よ うな 使用 パ ター ンで あ る。

HELI、O-INPUT-(EDIT)-FORTRAN-(EDITま た はINPUT-UPDATIi】)

一(FORTRAN)-LINK-(MODECHANGE)-START-(PURGE)-BYE

処 理業 務 の概要

本MACシ ス テム に よ り処 理 された業 務 の 内容 を調査 した ところ,

理 論計 算 な ど4件

各種 試験 ・実 験 結 果の デー タ分 析4件

経 済比 較 な ど3件

計

で あ った。

以 下 これ らの内 容 にっ い て述べ る。

○ 理 論 計算

11件
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'

通信回線網における トラピック計算,伝 送路の伝送特性計算など厳密な理論式か ら実用的な近似
をヒ

式の 作成,数 値 表 の作成 を行 な ってお り,逐 次パ ラメー タを変 化 させ て最 適 解 を得 る もの であ る。

これ らは プ ロ グラム も相 当長 く,部 分 的な デバ ッギ ン グ,テ ス トランに よ り,い く度 か修 正 を行 な

っ て最終 的 な プロ グ ラム を得 て い る。 そ の後 このMACシ ステ ム で処 理せ ず 他 の オ フ ライ ンの計算

機 に よ りバ ッチ処 理 を行 な っ た ものが2件 あ った。

○ 各 種 試験 ・実 験 結 果の デー タ分 析

ほ とん どが 膨大 な デー タを有 す るもの で,処 理 の方 法 と しては バ ッチ処 理 が 望 ま しい と思わ れ た。

デー タの処 理 内容 として は,平 均 値,標 準偏 差,最 大 ・最 小,最 小 二 乗法,実 験 計 画法,検 定 な ど

統 計 的手法 が ほ とん どで あ っ た。 処 理 の手順 として は プ ログ ラム の デバ ッギ ング,2,3の デー タ

につ いて のテ ス トランの み を行 ない,そ れ以後 は他 の計 算機 に よ りバ ッチ処 理 を行 な って い る。

○ 経 済 比 較

通信 設備 に対 す る最 適 な 投資,使 用期 間 使用 設 備 の決 定 に関す る経 済 的検討 を行 なっ た もの で,

い ず れ もい くっ かの パ ラメー タを変 化 させ て 最適 解 を得 る もので あ ったbプ ログ ラム 自体 は非 常 に

簡単 な もので,20～30ス テ ップ程度 であ っ た。

以 上MACに よ る処 理業 務 の 内容 を概説 した が,参 考 まで に従 来電 子 計算 機 に よ り処 理 され た業 務

とその処 理 方法 をMACシ ス テ ムに よ り処 理 す る と考 えた場 合 の処理 形 式,利 用 され る と思 わ れ るラ

イブ ラ リ例 を表2-2-1に 示 した。

表2-2-1従 来 業 務 の 処 理

業 務 内 容
従 来 の
処 理 方法

発 生
頻 度

MACで の
処 理 形 式

ラ イ ブ ラ リ

数 学 的 理論計算
オ フラ イン
バ ッチ処 理 大 会 話モ ー ド

線型 計 算,代 数 方 程式 解 法,微 ・

積 分,函 数 計 算,微 分方 程式

ト ラ ピ ッ ク 計 算 〃 大 ノノ 各種待合せ時間,乱 数発生

伝 送 特 性計算 〃 大 〃

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 〃 中 ノノ 乱数 発 生(モ ンテ カル ロ法)

過 渡 現 象解析 〃 中 〃

雑 音 分 析 〃 大 〃

統 計 デー タの処 理 〃 大 会 話 モ ー ド

十 リモ ー トバ ッ チ

平均,分 散,相 関係数
実験計画法

機 器 ・回路 の設 計 〃 中 会 話 モー ド プ ロ グ ラ ム を フ ァ イ ル し て お く

経 済 比 較 〃 中 〃

力学的問題の解析 〃 小 ノノ

予 測 〃 小
会 話 モ ー ド

十 リモ ー トバ ッ チ 外挿法,移 動平均法
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2.2.3MACシ ス テ ム 使 用 上 の 問 題 点

約3カ 月 の使用経 験 にっ いて 利用 者 に意 見 聴取 した ところ以 下 に述 べ るよ うな不 満 ・要 望が 得 られ

た。 なに ぶんTSSに っい て の経 験 が 浅い た め現在 の シス テム を正 当に 評 価す る とい うよ りは む しろ,

TSSに 取 り組 ん で積 極 的 に勉 強 してい こ うとす る態度 の方 が強 くうか が え る。 しか し聴取 され た意

見 の中 に はい わ ゆ る熟練 者 が感 じ る もの とは異 質 な,初 心者 と して新 鮮 かっ 重要 な もの も含 まれて い

るよ うに思 わ れ る。

(1) 端 末装 置 の配 置 ・動作 状 況

現 在電 電公 社 に設 置 されて い る各端

末 装 置の 配置 は 図2-2-1の よ うに

な ってい る。

この図 か ら もわ か るよ うに 利用 者 が

タイ プ ライ タ に向 って座 ってい る時,

変 復調 装 置,デ ー タス テー シ ョン制 御

部 の表示 ラン プ,ス イ ッチの状 態 が見

に くい 配置 に な ってお り,こ の点 に つ

いて の不 満 が非 常 に強 か った。 ま た セ

ン タ側の 障害,ラ イ ンチ ェ ック,デ ィ

バ イス チ ェ ック等の 障害 表示(ア ラー ム
,

甥D椅 子

デ一 夕ス

ン制 御部

口

図2-2-1端 末 装 置の 配 置

ラ ンプ等)の ク リヤを行 な うのに デー タス テー シ ョン制

御 部 の制 御盤 が座 席 か ら手が 届 きに くい ため 不便 を 感 じ る と訴 えた もの もい た。

・ さ らに タイ プ ライタ に関 して 言 えば
,

1)動 作 音が 非常 に大 き く,思 考の妨 害 にな る。(こ れ はデ ー タステ ー シ ョ ン制御 部 に つい て も同

様)

2)用 紙 供給 機構 が 円滑 でな く,印 刷用 紙が 破 れ やす い。

3)印 字 速 度 が遅 く,応 答 時 間 と相 まっ て利 用者 をい らい ら させ る。(こ れは 我慢 で きな い ほ どで

は な か った。)

な どの意 見 が あ った。

② 端 末装 置 の操 作

端末 装 置 として は変復 調 装置,デ ー タ ステ ー シ ョン制 御部,タ イプ ライ タが あ るが,こ れ らの操

作 にっい て は不 慣 れの た めか多 少 の操作 ミス は あ るが,概 して 使い よい とい う感想 が多 か った。 こ

れ は現在 ま での 利用 者が,電 子 計 算機 に 関 して プ ロ グラ ミン グやパ ンチ カー ド作成 の経験 者 で あ り,

MACの 端末 装 置 にっい て も一 応 講習 を うけてい るか らであ る と思わ れ る。 しか しデー タ処 理 の よ

うに 投入 資料 の多 い業務 にな る と,こ れ らを入 力 す る上 で1っ の問 題が 提起 された。 す なわ ち電 電

公社 では カ ー ドリー ダが 設 置 されて い ない た め,利 用 者 が デー タを投入 す る場 合,キ ー ボ ー ドの数

字 電鍵 の 配列 が 英文 タイ プ ライ タ と同様 に最上 段 に一 列 にな っ てい る こ とか らパ ンチ ミスが 非常 に
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多 い とい うこ とで あ る。 この 問題 は利用 者 の ほ とん どが卓 上 計 算機 の ボ タ ン配 列 に慣 れ てい る こ と

か ら生 ず る もの であ り,習 慣 の問 題で あ る と思わ れ る。

(3)障 害

期間 中 の障害 につい て の調 査 で は,端 末 装置 に 関す る トラブ ル は少 なか っ たが,セ ン タ側 の装 置

の障害 に よ り中 断 され た回数 が あ ま りに多 か った こ とを強 く訴 えて い る。 この 場合,端 末 へ の表 示

機能 として変 復調 装置 にキ ャ リヤ表 示 があ るが,も っ と明確 な 表示(た とえ ばCPUあ るい はCC

Uが 障害 であ るな ど)を 望 む声 が大 きか った。 これが 問題 にな るの は とくに午 前 のサ ー ビス 開始 時

か ら利用 し よ う として この種 の障害 に遭 遇 す る場合 で あ る。

次 にオ ペ レー シ ョン ミス やパ リテ ィチ ェ ック等 に よ る装置 の異 常動 作 に っい て の表 示情 報 が理 解

で きず,正 常 動 作 への 回復 に苦 しむ とい う点 が 指 摘 され た。 と くに初 めて この システ ム に接す る場

合 には障害 原 因が わ か らず,電 源 を入 れ なお して正 常 に も どして い るケ ー スが 多か った。

(4)コ マ ン ドシス テ ム

現在28種 類 の コマ ン ドが用 意 され てい るが,実 際 にMACシ ス テ ム を利用 す る場 合 に用 い る コ

マ ン ドは前 に も述 べ た よ うに,業 務 内容 の性 質上 だい た い16種 類 程度 であ る。 す な わ ち科 学技 術

計算 各種 試験 ・調査 結

果 のデー タ分析 な ど今 まHELLO

で に このMACで 処 理 さ

れ た もの はすべ てFOR

TRAN言 語 で プ ログ ラ

ム されてい るた め,そ の

処 理 に当 って コマ ン ドの

使 用 に図2-2-2の よ

うな一 定 のパ ター ンが あ

る。 した が って これ らの

パ ター ンに関 す る限 り,

コマン ドシス テ ム に関 す

る感想 は 概 して満 足 的 で

あ った。 しか しこれ らの

コ マ ン ドの うちLINK

コマ ン ドにつ い ては,不

慣 れの ため もあ るが,正

し く入 力 したに もか かわ

らず 時 々エラ ー メ ッセー

ジが タ イプ ア ウ トされ る

こ とがあ っ た こと,お よ

(PUR・ ・)
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び 使用 方法 が マニ ァル だ けで は よ くわか らな か った こ とな どの不 満 があ った。

現 在 使用 で き るコマ ン ドに つい て,コ マ ン ドネー ム,パ ラメー タの指 定方 法,機 能 な どに関す る

意 見 としては,

(i)パ ラメー タの多 い コマ ン ドに っい て は,パ ラメー タの指 定 位 置,指 定方 法 が 間違い や すい の で

これ らに任 意性 を もたせ る。

(の コマ ン ドネ ー ムは全 体 的 に覚 えやす い とはい い難 く,あ ま り使用 され ない コマ ン ド(た とえば

SwITCH,COPY,SAvE,INQuIRYな ど)は 整理 して,多 少 の冗 長度 は あ っ て も覚 えや

す く融 通性 の あ る もの が 望 ま しい。

(mVEPコ ー ドは マニ アル だ けで は よ くわか らない もの もあ り,何 か 適 当な コマ ン ドに よ りその

内容 を知 る こ とが で き るとよい。

な どが あ げ られ た。 ま た新 し くコ マン ドを要 望す る もの とし て,次 の ものが あ っ た。

(i)INPUT-FORTRAN-LINKと かINPUT-UPDATEな ど を組 み合せ た機能 を も

っ 複合 形 の コマ ン ド

(IDプ ロ グラム のス テ ー トメ ン トの一 部 分の みが変 更 修正 で き るよ うな コマ ン ド

(mス テ ー トメ ン トナ ンバ の順 序 の入 れ替 えがで きる よ うな コマ ン ド

⑤ 応答 時 間

MACの オペ レー テ ィ ングシス テ ムで は演 算装 置の能 率 向上,不 特 定多 数 の 利用者 に平等 なサ ー

ビス を提 供す るた めに,タ イムス ライ シン グが 行 な われ てい る。 利用 者 が タス クの 命令 投入 か ら実

行 結 果が も どって くるま での 時間 は ターン・アラ ウン ド ・タイ ム(ま たは レス ポ ンス ・タ イム)と 呼

ばれ てい るが,こ れ に対 す る利 用者 の反応 を調 査 した結 果 多 少 長 く感 じる と訴 えた ものが大 半 で

あ った。 この 応 答時 間 は コマ ン ドに よ って相 当長短 が あ り,HELLO,FORTRAN,LINK,

STARTな どで は相 当長 いよ うで あ るが,タ イ プ ライ タの印字 速度 が 遅 い こ とと も関連 して 利用者

に与 える印象 を強 くしてい る と思 わ れ る。

要 望事 項 として,応 答 時 間 の間 センターが正常 に処 理 を実行 して い るの か ど うか 不 安 に感 じ るの で,

視 覚 的 に処 理 実行 中 で あ るこ とが わか るよ うに何 らかの表示 を設 けて ほ しい とい う意見 があ っ た。

しか しこれ らの 点 にっ いて は操 作 に慣 れ て くるに したがい,比 較 的不 満 としない 性 質の もの であ っ

た。

一 般的 に は ター ン ・ア ラウ ン ド ・タ イムは 利用者 側 か らみ た場 合
,利 用者 の思 考 時間 と同 調 して

い る こ とが最 も都合 が よ く,能 率 的 で もあ る。 しか し これはセンターのオ ペ レー テ ィ ング システ ムの

タ イム ・ス ライシ ン グ,メ モ リ ・ス ワ ッ ピング,オ ン ラ イン ・リモー ト・アクセ ス ・コン トロー ル

等の ソフ ト面 の 技術 お よび,CPUの 演 算速度,メ モ リへ の ア クセ ス タ イムな どの ハー ド面 の技 術

にか か って い るの で,簡 単 には解 決 さ れない と思 わ れ るが,最 適 な ター ン ・アラ ウン ド・タイ ムは

現在 よ り も少 し短か い もの とな るで あろ う。'

(6)フ ァイ リン グシス テ ム

現 在 ま での 利用経 験 で は,割 り当て られ たメ モ リ容量 を越 えるよ うな プ ログ ラムは全 くな か った
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た め,フ ァイ リン グシス テ ムに 関 して は利用 者 は無 関心 で あ った。 しか しユ ーザ グルー プ間で共 用

で きる ライ ブ ラ リに 関す る情 報の交 換 にっ いて は強 い要 望があ った。

2.2.4MACシ ス テ ム 利 用 の 望 ま し い 形 体

約3ヵ 月間 の 使用実 績 だ けか ら判 断す るの は早 計 に な るか も知れ な いが,利 用 者の 声 を も とに我 々

が このMACシ ステ ム に望 む,い わゆ る好 まし く使 い やすい 形 態 とい う もの にふ れ てお きたい。

まず 端末 機 器 の種類 と機能 にっ いて は,人 間 と機 械 との イ ン ター ア クシ ョン の接点 で あ るこ とか ら,

マ ン ・マシ ン ・・イ ンターフェイス 機 器の 機能 の 充実 お よ び ター ン ・ア ラ ウン ド・タ イムの 最 適化 を計 る

必 要が あ る。 た とえば よ り高 速 な プ リン タ,カ ー ドリー ダ,さ らに図形 処理 な どに最 適 なCRTデ ィ

ス プ レイな どが結 合 され るこ とが 望 ま しい。 もち ろん これ らの 機器 に っい ては 人 間工 学 的見 地 か らみ

た使い や す さ とか 相互 の 配置 を,こ れ らを利用 す る人 間 を含め た1っ のサ ブ シス テム と して設 計 され

る必要 が あ る。 ま た各種 の端 末 機 器の障 害,異 常 動作 等 が容 易 に利用 者 に わか るよ うに,そ の表 示,

警 報機能 が整 備 されか っ 正常 動 作へ の復 帰 の た めの操 作 が簡 単 であ るこ とが重要 であ る。

次 に処 理 モ ー ドについ て であ るが,MACシ ス テ ム を利用 した経験 の あ る者 の ほ とん どが,会 話 モ

ー ド
,リ モー ト・パ ッチ ・モ ー ドの 両方 を同 時に 利 用で き る複合 モ ー ドの処 理形 態 を望ん で い る。 こ

の た めに は タ イプ ライ タの ほか に カー ドリー ダ,ラ イ ンプ リン タな どが 必要 とな るが,CPUの 使 用

効 率 を向上 させ る意 味か ら もこの こ とは大 きな意 味 を もっ。 会話 モー ドにお い て は現 在 の コマ ン ドシ

ス テ ムに さ らに一 考 を要 す ると ころが あ る よ うに 思 われ る。 と くに パ ラメ ータ の指 定方 法,指 定 位 置

に 関す る ミス が多 く,こ れ らに 融通性,冗 長 性 を もたせ た形 の方 が 望 ま しい と思 われ る。

最 後 にMACシ ステ ム で は不特 定多 数 の人 が 操作 し利用 す る もの であ るか ら,利 用 頻度 の高 い と思

わ れ るよ うな プロ グ ラム(た とえ ば連 立 方程 式 の解 法 の よ うな もの)は ラ イブ ラ リとして 誰 で も 自

由 に使 え る形 で フ ァイル して お くこ とが 望 まれ る。 た だ これ にっ いて は実 際に は 各利用者 の処 理業 務

が相 当 専門 的 であ るため,標 準 プ ログ ラム を使用 で き るケ ー スが少 ない とい う心配が あ る。

以 上 簡単 に 利用者 として 望 ま しいMACシ ステ ムの あ りか た にっい て述 べ た。

2.2.5む す び

情 報化 時代 の到 来炉 叫 ばれそ い る現在 誰 で もい っ で も利用 で きるコ ン ピュー タ を完成 させ る こ と

は大 きな 意義 の あ るこ とであ る。 ・

電 電 公社 にお いて も電話 計算 サ ー ビス をは じめ各種 の デ ー タ通信 サ ー ビス を開 発中 で あ るが,な か

で もDIPSの 開発 は代 表 的 であ る。

この よ うな情勢 にお け る今 回 のMACシ ス テム に関 す る共 同研 究は時 期 的 に も内容 的 に も当 を得 た

もの であ る と思 われ る。 本稿 は その 共 同研 究対 象 の一 部 であ る端 末 装置,コ マ ン ドシステ ム に主 眼 を

お い て とりま とめ た もの で あ る。

な にぶ ん対 象 とした期 間が 短 か かっ た ため多 くの間 違 いが あ る と思 わ れ るが,何 か の参 考 に してい

た だけれ ば幸 い であ る。(日 本 電 信 電話 公社 技 術 同調 査 部門 第二 調査 係 束 山 福 男)
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2.3(財)機 械振 興協会経 済研究所 におけ る利 用状況

当研 究 所 は,広 範 で 複雑 な機 械工 業 の姿 を解 明 し,そ の発 展 と振 興 に寄与 す るこ とを研 究 目的 とす

る機 関 であ る。昨年10月 にNEACシ リーズ2200,モ デル500/200に よ る タイム ・シェ ア

リング ・システ ム(時 間 分割 システ ム)を 利用 す る端 末機 が設 置 され,現 在盛 ん に活 用中 で あ る。

この タイム ・シェ ア リングの特 長 を一 口 でい えば 「い っ で も」 「どこか らで も」自由 自在 に電 子計 算

機 を コ ン トロール す る こ とが で き るとい う点 であ ろう。当研 究 所 にお いて も電 子計 算機 をその前 か ら

屡 々利用 して きた。 しか し従来 は 一轄 管理 に よ るバ ッチ システム であ ったた め,委 託側 が作 業 を依頼

して結 果 を受 け取 るまで に,営 業 マ ン→ システ ム ァナ リ シス ト→ プ ログ ラマ→ キーパ ンチ ャ→ オペレー

タ→営 業 マン とい った過程 を経 な けれ ば な らず,依 頼者 の意志 の疎 通 が うま くゆか ない 問題 が あ った。

ま た簡単 な作 業 で あ って も委 託 してか ら結 果 を得 る までに はか な り時 間 を必 要 とした 。た とえ ば,

多 くの注 文 を受 けてい て計 算機 が ふ さが って い る場 合,順 番 を待 たね ばな らな い。 特 に長時 間 を必 要

とす る作 業が先 口 にあれ ば,作 業 の進 行 が著 し く妨 げ られ研 究 活動 に 支障 を きたす 等 の問題 が あ った 。

この点 オ ン ラインに よ る タイム ・シェア リン グ ・システム は,利 用者 の意志 が 直接 伝 わ り,ま た前述 の作

業 を待 つ ロ ス時間 が解 消 す るの で非常 に能率 的 にな った 。

パ ッチ シ ステム の場 合,意 託 側 の意 志 が うま く通 じな か った り,プ ロ グラ ムの 誤 りの た め,希 望 し

た結 果が得 られ ない とい う事が た びた び起 り,そ の たび に原 因 を究 明 し,再 度 計算 をや り直 さなけ れ

ば な らなか った。 また デ ータ を一部変 更す るに して も,計 算 会社 に連絡 しな けれ ばな らず,余 計 な時

間 が かか り増 々ターン ・アラウンド ・タイムが長 くな るばか りであ る。 この よ うに何 らか の原 因 で計 算結

果 が思 わ しくなか った り,デ ー タを変 更す る場 合,タ イム ・シェア リン グ・システム で あれ ば,端 末機 か

らプロ グ ラムやデ ー タの修 正用 フ ァイル を作 成 さえすれ ば,プ ログ ラム及 び デ ータの一部 修正 を自由

にかつ簡 単 に 行な える とい う利 点 もあ る。

この他 に,バ ッチ システ ム と比較 して タイム ・シェアリング の利点 は数 多 く上 げ られ るで あ ろ うが ・何

ん と言 って も端末 機 さえ所有 すれ ば,電 子計 算機 を一台 自分 で占有 して い るの と同 じ状 態 で作 業が 進

め られ るとい うこ とに最 大 の メ リッ トが あ る。

本稿 は,端 末機 の利 用状 況 と,そ の結 果,感 じた事 に つい て述 べ るが,端 末機 が備 え られてか らま

だ期 間が 短 い為,そ の使 用例 は極 めて僅 か であ る。

2.3.1利 用 の 目 的

当研 究所 に おけ るTSSの 利用 目的 は大 き く分 けて2つ あ る。1つ は情 報検 索(IR)で あ るが

ここでは触 れ ない 。 もう1つ は計 量 経済 学 的 手法 に よ る分析 お よび予 測で あ る。
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需要 または生 産,輸 出入 の予 測 とい う もの は,企 業 の販売,設 備,労 働,そ の他 すべ て の経 営 政策

に先 行す る重要 な指 標 で あ り,ま た政 策立 案 に も大 きな貢 献 をす るで あろ う。 この た め,政 府 にお い

て も経 済社 会発 展 計画 な どの 中期 見通 しを立 てて い るが,当 研 究所 で は,こ れ に基 づ き更 に機械 工業

の見通 しを詳 し く行 な い,ま た現 実 の経済 が計 画 と異 って きた場 合 に,従 来の 見通 し を修 正 し,速 や

か に業 界 に提示 し,企 業 の発 展 に寄与 す る ことが 重要 な任 務 とな って い る。

種 々の予 測 手法 が電 子計 算機 の ソフ トウエ ア として開発 されて い る ことは周知 の通 りであ る 。機械

工業 の特 徴 は,機 種 が 非常 に多 く,し か も多 種多 様 であ るとい うことであ る。 わ れ われ は機 械 工業 の

特質 に合 わせ,従 来 の予測 手法 を組 み合 わせ,応 用 し,ま た端 未機 に合 った ソフ トウエ ア として 新 し

い もの の開発 もしよ うとしてい る。

当研 究所 にお いて,現 在,機 械 工業 の需 要 予測 と して開発 を進 め てい る方 法 は,大 まか に言 えば次

の通 りにな る。.

(1)時 系列解 析 に よ る短 期予 測

EAP法,周 期 解 析等

(2)相 関分 析に よ る中期 予測

1)総 合 モデル

連立 方程 式 モ デル,ま たは マ クロ ・フ レームを外 生変 数 とす る単 一 方程式 モデ ルで あ るが,生

産 を財 別 また は機 種別 に内需,輸 出,輸 入 に分解 し,そ の予 測,積 み 上げ を行 な う。

2)輸 出

輸 出 につ い て は特 に世界 機械 輸 出の 輸 出国 別,仕 向 地別 マ トリ ックス も利用 す る。

3)産 業 別 モデ ル

各 産業 に適 した モデル の構 築

(3)産 業連 関表 に よ る予測

1966年 アメ リカの クロ ッパ ー ・アル モ ン教 授 に よ って発 表 され た メ リー ラ ン ド ・モデル は最

近極 めて注 目 され て い る手法 であ る。

当研 究 所で は,機 械 工業 に関 し,こ の手 法 を取 り入 れ て予 測 を行 な うべ く,一 昨年 よ りその デ ー

タの 収集,手 法 の開 発に つ き努 力 して きた。

特 に,(3)産 業連 関 表 に よ る予測 の手法 を簡単 に説 明す る と,こ れ は,将 来 の産 業関 連表 に関 す る投

入係 数 表 を推 定 してお き,別 途 最終 需要 を推 計 して,産 業別生 産額 の第1次 予測 を行 な い,こ れ を 産

業 別資 本係 数 に よ って チ ェッ クし,も との 産業 別生 産額 に フ ィー ド ・バ ックして産業 別生 産額 の 収敏

計 算 を行 ない,更 に産 業別労 働 投 入係数 に よって も同 じ よ うに繰 返 し チ ェ ック し,近 似 値 を次 第 に修

正 して解 に も って ゆ くとい う電 子計 算機 の機能 を極 めて巧 みに使 った手段 であ る。 これ ら計量 経 済学

的予測 手法 で予 測す る場 合 に も,人 間 の判断 を挿 入す る箇所 は沢 山 あ る。 む し ろ人間 の判 断 と計量 経
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済 学的 手 法 とを巧 み に組 み合 せ た方 が予 測上 よい結果 も得 られ る し,ま た 利用 上役 に立 つ もの が得 ら

れ る と も考 え られ る。予測 に端末 機 を利 用す る メ リ ッ トとしては この 点が最 も大 きいで あ ろ う。

具体 的 に は,モ デ ル の中 の外生 変数 を適宜 頻繁 に取 りか えてみ た り,経 済構造 の変化 に と もな うモ

デ ルの改築 を適宜 行 な った りす るこ とであ る。 ま た メ リー ラン ド・モデルで も,STRUCTURAL

FORECASTSと して外 部 の検 討結 果 を モデ ル内に反 映 せ しめな けれ ば な らな いわ けで あ るが,

この外部情 報 も常 に新 し くし,シ ミュ レー シ ョ ンを繰 り返 す こ とが で きる。 こ の よ うに して将 来 は機

械 と対 話 しなが ら斉合 性 また は合理 性 の高 い予測 値 を得 る シス テム を作 る こ とが で き よ う。

予測 に関 し今 まで 手法 の ことを述 べ て きたが,手 法 の確 立 に並 ん で もう1つ 重 要 な こ とはデ ー タの

採録 で あ る。機械 工 業 の場 合,機 種 が極 めて多 く,そ の分 類 は複 雑彪 大 で,各 統計 間 に連 絡性 が ない

ことは 周知 の通 りであ る。予測 をす る際 に最大 の難関 はデ ー タの 収集,整 理 で あ る と言 って も過言 で

は ない 。具 体的 に 言 うと,予 測の 準備 段階 と して,年 度換 算,ド ル ・円換 算,移 動 平均,四 半期 計 算

な ど とい うこ とを伴 うこと も多 く,更 に機 種別 に細 くす る場 合 に は,時 系 列接 続,他 の統 計 との 分類

突 き合 わせ,あ るい は加重 平均 な ど とい う厄介 な作 業 に相 当の時 間 を費 し,彪 大な量 にの ぼ るデ ー タ

の加 工 には ミスを発生 す る危 険 もあ る 、,

この た め,当 研 究所 で は マスタ ・デ ー タ ・フ ァイル として,工 業統 計表,生 産動 態統 計,通 関 統計

を電 子計 算機 の中 に蓄 積 す るこ とを考 え,一 昨年 よ りデ ー タのパ ンチ カー ド化 また は磁 気 テー プ化 を

図 って きた 。これ を将 来 デ ィス クに収納 したい と考 えて い るが,現 在 の カ ー ドまた は磁 気 テー プによ

る蓄積 は次 の通 りで あ る。

工業統計表

生産指数

生産動態統計

貿易統計

貿易統計

出荷金 額 約600品 目

年 別 昭 和30年 ～40年

月別 昭 和38年 ～42年

生 産,出 荷,在 庫 の数量

金額 約1,000品 目

月 別 昭和29年 ～42年

輸 出入金 額 約1,300品 目

年 別 昭和30年 ～42年

同 上(仕 向,仕 入 地域 別)

年 別 昭和38年 ～43年

ま た,こ れ らの統計 分 類 を突 き合 せ るた め,一 昨年 か ら 「分 類対 比 表 」の作 成 を進 めてい る。そ し

て一方時 系 列的接 続 に も,新 しいデ ー タを端末 機 か らINPUTし,計 算機 の中 で過去 のデ ータ と

接続 す る ことが 考 え られ る。 これ らに よ って,わ れわれ は端 未機 に よ って随 時,自 由な 形 で欲 しい デ

ータを作 り出 す こ とが で きる筈 であ る
。そ して新 しいデ ー タが 入 る と同時 に,す ぐ予 測 も行 な え るこ
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と に な ろ う 。

2.3.2端 末 機 の 使 用 例

最 近 は需 要予 測 に関 連 し種 々の計算 に端 末機 を利用 してい るが,こ こで は端 未機 が導 入 され て,わ

れ われが 最初 に利用 し た場 合 にっ い て述べ る。 メ リー ラ ン ド ・モデル で は,産 業連 関 分析 と計 量 分 析

とを連 動 し,産 業 別労 働 で もってチ ェ ックす る 「SeidelIterativeMethod」 を用 いて

い るた め,就 業 者数 の産業 別,職 種 別 マ トリック スを作 る必要 が あ った 。この ため35年 お よび40

年 の産 業連 関表 の産 業 別就 業者 数(76業 種)に 国勢 調査 の産 業別,職 種 別(41職 種)就 業者 構成

比 を乗 じて,1-O分 類 の就業 者 マ トリ ックス を作 るこ とに した。 このOUTPUTは 縦77行,

横約45列 の表 に な るの で,横 方 向 に5っ に分 割 してOUTPUTす るこ とに した。

この計算 を1つ の プ ロ グラム で行 な うには少 く と もDIMENSION(75,45)を 必 要 とす

る。 この プログ ラム を登録 し,FORTRANの コマ ン ドをか け た とこ ろ"coreexceed"の

エ ラー ・メ ッセ ー ジが で て きた 。す なわ ち端末機 に割 り当 て られ た,コ ア ・エ リアは24BANKで

あ り,記 憶容量 をオ ーバ ー したわ け であ る。 コアを2倍 に して試 して みて もや は り"coreex－

の

ceedの メ ッセ イ ジが打 ち出 され た。 したが って この プ ログ ラムを5枚 のOUTPUTに 合 せ て

それ ぞれ独 立 の5つ の プ ログ ラム1ζ分 割 して実 行 した。 この作 業 を示 す と図2-3-1の 通 りであ る。

(注) フ ァ イ ル 不 一 ム プ ロ グ ラ ム フ
7イ ル

図2-3-1産 業連関表就業者数の職種別配分作業の図解
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この作 業 は,次 の労 働投 入係数(=生 産額+就 業者 数)の 算 出 へ と続 いて ゆ くわ けで あ るが,こ の

ように幾 つ ものStepを 順 次 進 め て ゆ くと き,端 末機 の便 利 さが 発揮 され る。

なお,端 未機 を使 用 す る時 間が 限 られ てい るた め,タ イム ・シェ ア リング可能 時 間中 に端 末機 の キ ー

・ボ ー ドか ら直接 デ ー タや プロ グ ラム をINPUTす るこ とは時間 の ロスが極 めて大 きい ため,タ

イム・シ ェ ア リング 可能 時 間 中 はテ ー ブル ・リー ダに よ るINPUTや 演算 の実 行 を集 中的 に行 ない,

この時 間以 外 にデ ー タや プ ログ ラム を テー プ ・パ ンチす る乙 とに した 。

さて初 めて端 未機 を使 用 してみ て感 じた問題 点 や希 望 を述 べ てみ た い。 昨年10月 頃 よ り端末 機 を

試 験 的 に利用 させ て い ただ け るこ とにな ったわけ であ るが,実 を 言 うとわ れわ れ に と って は突然 の こ

とであ った。 したが って,わ れ われ の知識 は極 めて幼稚 で あ り,事 前 に充 分勉 強す る余 裕 もなか った。

その た め,こ れか ら述べ る感想 も相 当誤 りを犯 して い るか も知 れ ない 。

最 初 の使用 に当 って,わ れ わ れ は極 めて些 細 な こ とがわ か らな くて,多 くの時間 を浪費 す る ことが

誠 に屡 々で あ った 。例 えば

(1)RESERVEの コマ ン ドを打 鍵 しなか ったた め に,デ ィス クにデ ー タが 入 りき らなか った 。

(2)READ文 に 「END==」 が なか ったた めに プ ロ グラムの実 行が 途中 で止 ま った 。

(3)プ ロ グラムを実 行 した結 果 をデ ータ ・フ ァイル にOUTPUTし た場 合,左 端 に1っ ブ ランク

が生 じ る。

(4)デ ー タお よ び プ ログ ラムの誤 りを修 正す る場 合,修 正用 フ ァイル を作 成 す るわ け であ るが,ラ イ

ン番 号 の後に1つ プラ ンクを取 って コ ーデ ィング シ ー トの 形 式 に よ る打 鍵 を始 めね ばな らな い 。

な どで あ り,ま た今 回の場 合 は特 殊 な ので,こ んな ことを 述べ るのは不 当 か つ失礼 であ ろ うが,折 角

うま く進 んでい る最 中 に機 械が ダ ウ ンして しま う とか,ま た折 角 うま くOUTPUTし は じめ たの

に ブ ラ ンク ・リボ ンが 切れ て しま った とい う よ うな ミスを重 ね た。

入力 したデ ータにつ い て,エ ラー ・メ ッセ ージが 出 たた め,ミ スを探す 場 合,零(0)と0と の違 い,

LCキ ーに さわ って しま った ミスな どは探 しに くいの で注意 すべ きであ る。

2.3.3お わ り{こ

現 在 の 当研 究所 の ニ ー ドか ら考 え,現 在使用 して い る端未 機 に対 す る若 干 の希望 を述 べ て,報 告の

結 論 に代 えさせ てい ただ きたい 。な お これ は,ま だ極 めて 浅い 経験 か ら考 えたの で偏 見で あ るか もし

れ ない 。

今 後,産 業 連関 分 析 な ど行 な え るよ うに,あ る必要 時 に記憶 容量 をふ や して もらえ るよ うな体 制 を

設 けて い ただ くと有 難 い 。

また,端 未 機 の キ ーボ ー ド ・プ リ ン タの打 ち出 し速度 が遅 く,演 算結 果 が少 な けれ ば問題 が ない

の だ が,多 い場 合 は,OUTPUT時 間 が 長い た めに作 業 が非能 率 的 とな る。そ れ を回 避 して中央
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計 算 セ ンターの ライ ン ・プ リン タに打 ち出 させ るた めには,一 度 デ ィス クに登録 しな け れば な らない。

そ のた めに は端末 出力 装置 の変 更 を指 定 しな けれ ばな ちない 。 もし端 未機 と ライ ン ・プ リンタとを直

接 結 び っけ られれ ば,デ ィス クに登録 す る必要 もな く,デ ィス ク ・エ リア に余地 が あ るか ないか の懸

念 もせ ずに計 算 を行 な え る こと にな る。 ライン ・プ リン タと端 末機 とを直 結 で きるか否 か につ い ては,

知 識 に乏 しいが,ご 検 討 ねが えれ ば幸 い であ る。

その他 に,今 の と こ ろは,デ ー タの入 力装 置 と して紙 テ ー プ ・リー ダ とキー ボー ド ・リーダ しか装

備 され てい な い。デ ー タの個 数 が膨 大 にな った場 合,キ ーボ ー ドか ら入力 す るな らば相 当 な時 間 を費

や さね ば な らな い。 しか もタイム ・シェア リングの 時間 に制 限 があ る とい う事 情 もあ るか ら,紙 テ ー プ

か らの入力 に頼 らざ るを得 ない 。

しか し,紙 テ ープの場 合,ミ スの修 正が面倒 で あ り,ま た保存 上,使 用 回数 が増 せば テ ー プが 弱 っ

て切れ るこ とにな る。 デ ィス クに全 部入 り切 るの な らばデ ー タを保 存 す るには デ ィス クが最良 な のだ

が,デ ィス クには制 限(現 在UOA.104)が あ るた め,当 然 カ ー ドか 磁 気 テ ー プに しなけ ればな

らな い 。カ ー ドな らば,カ ー ド ・パ ンチ を外 注 す るて と も考 え られ,時 間 を効率 よ く使 え る。 しか し

当研究 所 には カー ド ・リー ダが 備 え られ てい ない ため,紙 テ ープ か らの入 力方 法 を取 って い る。

今後,さ らに タイム ・シェア リング ・シス テム をどの よ うに活用 して ゆ くか は,当 研 究所 の計 画か ら

考 え,そ の利用 範 囲 は非常 に広 い と考 え られ る。 た と えば,複 雑 で彪 大 な統計 資料 を収 集 整理 し,分

析加 工 を した り,機 種 別 の需要 予 測 か ら,日 本 経 済全 体 と関連 す るよ うな計量 モデ ルの推定,さ らに

シ ミュ レー シ ョン分析 や,情 報 の検索(IR)な どが挙 げ られ よ う。 こ うい った作 業 に対 し一貫 して

言 え るこ とは,コ ァの記憶 容量 お よび デ ィス クエ リアに最 大 の問 題が あ るとい うこ とで あ る。特 に情

報 の検 索 は,資 料 の蓄 積 が多 く,そ の資料 を常時 デ ィス クに格 納 して置 く方 が 好 ま しい 。 そして 必要

な資料 をい つ で も取 り出せ る体 制が な されてい な け れば な らな い。 同 じ事 が統 計 資料 の 収集,整 理 に

ついて も言 える。 いわ ゆ るデ ー タバ ンクの体 制 に もって ゆ くに は,デ ィス クの大 き さに依 存 しよ う。

分 析 に必要 とな る主要 な総計 デ ー タを あ らか じめデ ィス クに 格納 して 置 くこ とがで きさえす れ ば,分

析 の必 要が生 じ た時 に,デ ー タ を収集 す る作 業 や資料 の接 続 等 の作 業 が大 い に軽減 され,能 率 よ く分

析 を進 め られ る。 こ うい った点 か ら もデ ィスクエ リアを大 き くして ほ しい 。

機械振興協会経済研究所

(山 崎 隆)
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2.4郵 政 省 に お け る 利 用 状 況

昨年 秋NEAC-TSSデ ー タステ ー シ ョン端末 設備が 当省内 に設 置 され てか ら,3カ 月余 を経過

し た。

このデ ー タス テー シ ョンは,本 来 遠隔情 報 処理 シ ステ ム に関す るソ フ トウエ アの 拡充,TSSお よ

び.リモートバッチ 方式 に よる各種 アプ リケー シ ョ ンシス テム と ソフ トウエ ア研 究 開発 の ため の実験 研 究

を 目的 として設 置 され た もの で あ り,こ の設 置 目的 にそ って 使用 す る ため には,ま ず,対 象 とす る業

務 がEDPS化 に 適 した もの で あ るこ とは 当然 であ るカ～ 同時ec,な るべ く多 くの 種類 多 方面 な内

容 にわ た る業務 で あ る こ とが 望 まし く,ま た,結 果 として あ るて い ど小 規 模な業 務 に制約 され る こと

とな るの は』 や む を得 な い。

一 方
,当 省 に お け る この デ ー タス テー シ ョンの 管 理 運 営 に つ い て は,開 発セ ンター との事 務 上

の 関連 か ら,当 電監 室 にお いて行 な う こと とな つ たが,当 室の 業務 の ほ とん どは,法 令,許 認 可等 に

関す る一般 的行 政事務 に よ って 占め ら札EDPS化 に適す る業務 とみ られ る分 野 はほ とん どな い。

そ こ で,こ の デー タス テー シ ョンの運営 にあ た っ て,実 際 に行な う業 務 に っい て は,省 内の 他事 業

部門 に も協 力 を依頼 して,上 記 の設 置 目的 に そ うよ うな 使 用 を行な って もらい,当 室は,主 としてそ

の 使用 成 果等 に つ いての 報 告 を うけ,そ の 状況 の包 括 的 な把 握 と分析 を行 な うこ と とした。

当省 にお け る他 のEDPSecっ いては,簡 易 保 険事業 に っ いて,42年 度 か ら導 入 したの をは じめ

として,45年 度か ら貯金 事業,共 通事 業(庶 務会 計)に っい て も,そ れ ぞれ一 部導入 実用 化 実験

を行 な うこ と とな っ てい るので 当該事 業 部門 で は シス テ ム設計,プ ログ ラ ミング 等に っい て 十分 な

知 識 能 力 を有 してお り,か っ,所 部の職 員 に対 し て も,逐 次 これ らの 習得 の 訓練 を実 施 して い る段

階で ある ので,こ れ らの 部 門に 呼 びか け,上 記 目的 にっ いて,協 力 を要 請 した もの で あ る。

2.4.1使 用 業 務 の 内 容

当省 にお け る この デー タス テー シ ョンの 具体 的 な使用 業務 は,次 の とお りで あ る。

(1)経 営 分析 の た めの計 算業 務

郵 政事 業経 営 のた め の諸 デー タを,統 計 的,経 営分析 的手 法 に よ って解 析 し,将 来 にお け る,も

っ と も有 効 適切 な経 営方 針 の樹 立ec資 す る もの(た だ し,い わ ゆ るMISの 如 き,包 括的・ 体 系 的

な もので はない。)で あ って,共 通 事 業部 門 の所 掌業務 で あ る。

そ の 内容 は,郵 便 局 の規 模別 の コス ト,収 益 の対 比 等を 目的 とす るもの や,あ るい は,資 金 運 用

部 資金(郵 便 貯 金 簡 易保 険 の大 蔵省 へ の預託 原 資)の 運 用状 況 の,過 去 現 在 将 来 の趨勢 の 分

析,推 定 な どで あって,回 帰 分 析の た めの 多元 連 立方 程式 行 列 式 逆 行列 最 小 自乗法 な ど の算

式 を主 と して取 り扱 って い る。
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この業 務 は,こ れ まで の実 績 では,デ ー タス テー シ ョ ン使 用 量 全 体 の60%近 くを占め て い る。

使 用 言語 はFORTRANで あ る。

② 郵 便 局等 にお け る要員 酷 識 こ関す る業務

保 険事 業 部 門の要 員 配置 業 務 につ いて使 用 希 望が あった の で,ご く最近 この シス テ ムの 概要

主要 な コマ ン ド,機 器操 作方法 等 を当 室 にお い て指 導 した と ころ で あ る。 使 用 量実 績 は,ま だ5%

てい どに しか す ぎな い。 使 用 言語 はCOBOLお よ びFORTRANで あ る。

(3)共 通 業務 のEDPS化 のた めの 業務

当省 の給 与制 度 にっ い ては,上 記の とお り,45年 度以 降EDPS化 の 計 画が あ り,目 下,こ の

た め の計 画の 具体 的実 施 にっい て,準 備 が すす め られて い る。 これ らEDPS計 画担 当部門 にお い

て,主 として,テ ス ト用 プ ログ ラ ムに よ る演 算の ための デー タス テー シ ョン使 用 希望が あっ たの で・

最近,こ の シス テムの 概 要 機 器操 作方 法お よ び主 要 コマ ン ドの説 明 を行 な っ た。 目下 の実用 実績

は,ゼ ロであ るカ～4月 以 降,相 当 の使 用 量 とな る見込 み であ る。 使用 言 語COBOL。

(4)建 築 計 算等

上記 の ほか,職 員共 済組 合 関係の 保 険数理 計算 郵 便 局舎 建築 関 係の諸 計 算等 にっ い て,か ね て

か ら使用 希 望が出 て いた カ～ 当 該 部門に お け るプ ログ ラム作 成 の点 に問題 が あ り,現 在 の ところ,

たん な る希 望 の段 階に とどまっ てい る。 しか しなが ら,こ の シス テム の 目的か らみて,か な り研 究

の余 地の多 い,高 度 な利 用 分野 とな りう るもの とみ らち な ん らか の助 成 策 を講 じて み たい と考 え

てい る。

(5)そ の 他

現 在 の こ り30%て い どは,初 給者 の プ ログ ラ ミン グ学 習等 を中心 とした利 用 とな っ て い る。

使用 言語 は,FORTRANが 主 であ るカ～ 今 後は,COBOLの 比重 が増 加 しよ う。

、

2.4.2使 用 時 間

当省 の 場 合 デー タス テー シ ョン設 置 当初,機 器 の操 作方 法 に十 分習 熟 して い なか っ た こ とに加 え

て,キ ーボード ・プ リンタの故 障等 が発生 したた め,使 用 のス タ ー トが い ち ぢる し く遅れ たが・ その後・

開 発 セ ン ターで操 作方 法 の 再指 導 を うけ,さ らに昨年末 に キーボー ド ・プ リンタ の修理 が終 って,よ う

や く本 格 的 な使用 が は じ まった。

これ まで の使用 時 間は,次 の とお りであ って,,関 係 部 門 の 協力 も得 られて,急 速 に使用 時 間 数 が増

加 しつ つあ る。

12月18時 間

1月26時 間

2月(17日 まで)30時 間

今 後 は,さ らに業務 内容 の高 度 化 と,多 様 化 を はか りな が ら運 用 して い く考 えで あ る。
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2.4.3使 用 上 の 問 題点

これ まで デー タス テー シ ョン を使用 した者 か らは,次 の よ うな 要 望意 見 が出 されて い る。

(1}簡 単 な シス テム 設計,プ ログ ラム作 成1ζっ い て,気 軽`ζ相談 指 導tcあ た って もらえ る窓 口がほ

しい。

② セ ンタ ーの故 障 回 数が きわ めて多 い。 安 定性 の 向上 に っい て,さ らに ご努力 願い た い。

(3)MACタ イ ムは,9時 ～17時 てい どに延長 して ほ しい。

(4)キ ーボード ・プ リン タの速度 に制約 が あ るため,出 力 に 時間 がか か りす ぎる。 なん とか方 法 は ない

か 。

⑤ プ ログ ラムの 交換 を希望 す る。 で きれ ば このシ ス テム に 登録ず み の プ ログ ラムの うち,一 般 性 の

あ る もの にっい て,く わ し い情 報が ほ しい。

(6)デ ー タス テ ー ショ ンの修 理 保 守 は迅速 であ り,満 足 して い る。

(7)コ マ ン ド説 明書 に は,初 心 者 に とって きわめ て難 解 な部 分 があ る。(例:付 録A,付 録B,ま た,

デ ー タ フ ァイル の使用 方 法 に つ いて も説明 が ほし い。

(8)運 転 中の 騒 音 は,も う少 し小 さ くな らな いか。(整 備 の問 題か 。)

(9)テ ー プパ ンチ が も う1台 ほ しい。

⑩ 大 量の デー タを入力 す る場 合,卓 上 電算 機式 の数 字 配列 の け ん盤が あ る と便 利 では ない か。

回 デー タ入 力中,ブ ザ ーが 鳴動 した の で説 明書 どお りRESTA .RTさ せ たが 正 常 に継続 で き なか

った。(け ん盤 の保 守 不良 か,説 明書 の相違 か。)

⑫ カー ド リー ダがほ しい。

上 記 の中 に は予 算的 に み て実施 困難 な要 望 等 もあ る と思わ れ るが,一 応 今 後の検 討 課題 と して考

慮 して いた だ ければ 幸 い で あ る。

2.4.4む す び

当省 の場 合 この デー タス テー シ ョンの 運用 に あ た り,ス ター トが遅 れた こ と もあ って,現 在 ま で

の 実績 を評 価す ること は困 難で あ り,今 後の活用,研 究に まっ ところが多 大 であ る。

デ ー タステ ー シ ョンの 設置 目的 に適 合す るよ う,今 後は さ らに利用 方法 に っい て工 夫 を こ らし,か

っ,適 切 な分 析,研 究 が行 な われ るよ う体 勢づ く りにっ とめ な け れば な らな い。 この場 合,上 記 の建

築 部門 の例 の よ うに,「 使用 したいの だカ～ 目下 プロ グラ ム作成 の能 力 が不 十分 で あ る。 」 とい うケ

ース も出 て く るこ とが予想 され るの で
,上 記3の 要 望 にっ いて も,こ の 点か ら も十 分 ご検 討 願い たい 。

デー タステ ー シ ョ ンの 利用 に関 し,今 後 と も開 発セ ンタ ーか ら多角 的 な指 導 援助 が な され る こ と

を希 望す る。

(郵政蕊 ㌘ 官室)
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2.5 通 産 省におけ る利 用状況

2.5.1TSS端 末 装 置 の 設 置 目 的

我 国の コン ピ ュー タの利用 技 術は急 速 に高 ま りっ つあ り,1970年 代 は情 報 化社 会 の年 といわ れ

て い る。

通産 省 で は行 政の 情報 化 を推進 す るた め,政 府 各 機関 の 情 報化 の モ デル とな る心 構 えで,省 内 事務

全般 にわ た る情 報処 理 の拡 充 と高 度化 を計 画 的 に推進 して い る。

重 工業 局TSSル ー ム に設 置 されてい る端末 装置 は(財)日 本情 報処理 開 発 セ ン ター との共 同 研 究

用 に 設置 され た もの で,通 産省 で は次 の よ うな 目的を もって 最大 限 に活 用 しっ っあ る。

(1)重 工業 局 内業務 の 実用 実験

1)各 種 予測 調 査 分 析

2)情 報 検 索

3)そ の 他

(2)職 員 の教 育訓 練

(3)省 内外 の 関係者 に対 す る啓 蒙 普 及

しか しなが ら,TSS方 式 には それ な りの限界 がお のず か ら存在 し,ハ ー ド,ソ フ トに対 す る開 発

が望 まれ る。

2.5.2使 用 業 務 の あ ら ま し

(1)管 理体 勢

端末装 置 は通 産 省重工 業 局TSSル ー ム(旧 館7階726号 室)に 設置 され て い る。 端 末装 置 の

管理 は重 工 業 局電子 政 策 課が行 な い,利 用者 は図2-5-1の 手順 に 従 って 管理 責任者 の承 認 を得

て,管 理 責任者 の計 画 したス ケ ジ ュール に従 って端 末 装 置 を使用 しな けれ ば な らな い。

通
利
産

用
省

者

TSS端 末装置
使用申込書

調整後
スケジュール連絡

TSS利 用結果の
報 告

●

連絡

の 一

電

管子

理政

責策

任諜

者

一

口

週間 ス ケジ ュール

故 障 等 の連絡

利用 の 実 態報 告 －

TSS利 用 に関す る

各種 連 絡

(モ ニ タの 変 更,サ ブル ー
チ ンの 変更 等)

日

開本

発情

セ 報

ン処

タ理

i

ール

ー

山9

,

告

関

更

関す る

サ ブル ー

等)

図2-5-1管 理 体 勢

② 使用 業務 内容

TSSの 端 末 装置 が昭 和44年10月 に設 置 され て以 来 通 産省 で は各 種 計算 プ ログ ラム集 の作
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成,職 員 の教 育訓練 デモ ンス トレー シ ョン等 を積極 的にお し進 めて い る。

次 に それ らの うちの い くっ か を述べ る。

(2-1)各 種 計算 プロ グラ ム集,

この計 算 プ ロ グラム 集 は,重 工業 局各 課 の職 員 が独 自に作成 した プロ グラムの うち,比 較 的 簡

単 に誰 で も使用 で きる汎用 性の あ るもの を集 録 してい る。

計 算内 容 が比 較 的明 白で よ り汎用 性 のあ る もの は表2-5-1の よ うな もので,そ の ほ とん ど

が最 小 二 乗 法 を基本 に プ ログ ラム されて い る 。

表2-5-2は 計算 内 容が仕 事 に よ って変 って来 るカ～ あ る程 度 の汎 用性 を もつ もの であ る。

回帰分析

相関分析

分散分析

時系列分析

クロスセクション分析

モデル分析

1」P

曲線回帰(二 次 指数など)

重相関

重回帰分析

移動平均 直交多項式の利用

表2-5-1計 算内 容 が比 較 的 明白 な もの

項 目 内 容
1

各種予測

各種作表

生産予測 需要予測等

確率分布表の作成等

表2-5-2計 算内 容 が 明白で な い もの

次 に各種 計 算 プ ログ ラム集 の中 に含 ま九 比 較 的良 く使 われて い る例 を2,3あ げ てみ よ う。

例 一1最 小 二乗 法1.

1)内 容:2組 の(時 系 列)デ ー タXi,Yi

(i=1,2,3,… …,N)に

Y=AX十B

な る関係 式 をあて は めて,最 小二 乗 法 に よって,kBを 求 め る と同 時に,Yの 計 算 値 を算 出す

る。

2)使 用 法:グ ル ー プ名GO2

プログ ラム 名POO1

デ ー タの 入れ方
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①N

②XIY1

③X2Y2

XNYN

3)計 算 結 果 の 見方

次 の よ うな 形式 で タイ プ され る。

◎ }
時数点(小 数点なし)

小数点っきの数字

(但 しXiを 入れたらブランクを打ち次にYiを 入れること)

Aの 値,Bの 値Yの 分龍Yの 分散 相関係数

XiYlY1

　

但 し,YiはY-AX十BにXiの 値 を入 れて 計 算 した計算 値 を示 す。

例 一2最 小 二乗 法2

1)内 容:二 組の(時 系列)デ ー タXi,Yi

(i=1,2,… …,N)`こ

Y-ioB・xA… …>1。gY・ ・Al。gX+B

な る関係式 をあ ては め,最 小 二 乗法 によ って,A,Bを 求 め る と同 時に,Yの 計算値 を算 出す る。'

2)使 用 法 グル ー プ名GO2

プロ グ ラム名POO2

デ ー タの入 れ方

①N… … … 時点 数(小 数 点な し)

篭}撒1㌧:籔 つ
3)計 算結 果 の 見方

次 の よ うな形 式 で タイ プ され る。

Aの 値Bの 値Yの 平均Yの 分散(相 関係数)2相 関係数

XiYiYi

o

但 し,YiはY-10B・xAにXiの 値 を入 れ て計 算 し た計算値 を示 す。

例 一3指 数 曲線 近似

1)内 容:時 系列 デー タYi(i-1,2,一 ・・N)に

Y・=A・Rt(但 しt=1,… …,N)

な る関 係式 をあて はめ,最 小;乗 法 に よっ てA・Rを 求 め る と同 時に そ の計 算 値 をN+5期 ま で
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o

算 出 す る。

2)使 用 法:グ ル ー プ名GO2

プ ログ ラム名POO3

デ ー ク の入れ 方

慧ご
㎏)1EσF

3)計 算結 果 の 見方

次 の よ うな形 式 で タイ プ され る。

Aの 値,Rの 仙,RI－ 対数変 換 値 で の相 関係 数,R2一 相 関係数

XiYiYiYl－Y1

但 し,Aはi=0のH毒 魚 の 初 期値 を示 す。R-1.0の 値が 平均 増 加 率 を示 す。

'il,は 指 数 曲線 近 似 した場 合の理論 値 を表わ し
,Yi-9三 は実際値 と理 論 値 との差 す な わ

ち誤 差 を示 す。

(2-2)職 員 の教 育 訓練

重工 業 局 では,情 報処 理 情 報産業 の振 興 に 関す る適 切 な施策の 確立 に資 す るとと もにそ の 円

滑な推 進 をは か って い くために,重 工業 局 の担 当 職 員を は じめ省 内 の情 報処 理関 係 者 に情 報処理

シス テ ム につい ての 実 践的 な知 識 を与 え る こ とが 必 要 と考 え,TSSの 端 末装 置 を有効 に使 う予

定 で あ る。

コ ン ピュー タの理 解 を容易 にす るた め には コ ン ピ ュー タに 自 ら触 れて み る こ とが大 切 であ るが,

い ざ コンtOユ ー タを使お う と して も費 用 の問 題 もあ り困 難が と もな う。 この点,TSSの 端末 装

置 は身 近 にあ るばか りでな く比較的 安 い 費用で 初 歩的 な 言語(FORTRAN,COBOL)お

よ び プロ グ ラ ミングの アル ゴ リズ ムの 理解 を助 け,相 当 に 複雑な 計算 まで こな す力 があ るた め,

職 員 の教 育訓 練 に とって欠 かせ ぬ もの とな ることだ ろ う。

(2-3)デ モン ス トレ ーシ ョン

通 産 省 では,省 内外 の 関係 者ee対 す る コンte=・一 タ利 用 の啓 蒙 ・普 及 を図 るた め,TSS端 末

装置 の デ モ ンス トレー シ ョン を行 な っ てい る。

そ の うち主 な もの は,昭 和44年12月25口 のTSSル ー ム 新 聞発 表 昭 和45年1月13

日の フ ジテ レ ビで の 放映,同 年2月 の 通産 局情 報担 当官 会 議 等で あ るが,'特 にTSSル ー ム新 聞

発表 に おい ては赤 沢重工 業 局長 が 自 らTSSの 端末 タイ プ ラ イタ を 操 作 し,サ ンケイ新 聞,日

刊工 業 新聞,日 本 工業 新 聞等 に大 き く掲 載 され,TSS時 代 の幕 明け として 報道 され た。
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TSS端 末 機 デ モ ンス トレー シ ョンの御 案 内

工業局電子政策課

重 工業 局 に設置 され てい るNEAC2200-500/200シ ス テムのTSS

(TimeSharingSystem)端 末機 の デ モ ンス トレー シ ョンを下 記の よ う に

行 な い ます の で,御 集 内 申 しあ げ ます。

な お,TSS方 式 は,1台 の電子 計 算 機 を複数 の人間 が並 列的 に異 な る仕事 を行

な うことを 可能 に した方 式 で,わ が 国 をは じめ,欧 米諸 国で も将 来 の電子 計 算機 の

使用 方式 とし て注 目され てい るもので す。

記

1.日 時 昭和44年12月25日15時 ～16時

2'場 所 適齢 巖:

室1二;㌫ の▲ り)
/

3.デ モ ンス トレーシ ョン 内容

(1)野 球選 手 の情 報 検 索

(2)販 売在 庫 管理 システ ム(SIMSystem)

(3)オ ンラ イン文 献 検 索(OrlineKWOC)

(4)各 種 計算 プ ログ ラム

2.5.3使 用 上 の 問 題 点

端末 装 置 を用 いてTSSで 情 報処 理 を行 な うため に は,そ の もって い る機能 の限界 を認 識 しな けれ

ば な らない。 た とえば,モ ニ タ の オーバ ー ヘ ッ ドタイ ム によ る長 時 間 計算 の効 率 の 問題 使用 言 語

の 問 題 端 末 の入 出力 装置 等 の 問題で ある。 だ が,こ こで はMACシ ス テ ム を実 際 に用 い た経験 か ら

の問題 点 をあ げて み よ う。

(1)ハ ー ドウエ アの 問題点

1)温 湿度 の影 響

昨 年の10月 にTSSの 端 末 装 置 を導入 以来2回 の故 障が あっ た。 それ はい ず れ も出力 コー ド

の化 け とい う現 象 をお こ し,制 御装 置の 中 の プ リン ト板 の交 換 に よ り容 易 に 回復す る ことが で き

た。 原 因は トランジ ス タの温 度 によ る劣化 と思 わ れ る。 端末 装 置 は コン ピュー タ本 体 と異 な り,

様 々な環 境 の もとに使わ れ るため 温湿 度 の変 化 に対 して も安 定 した機 械 にすべ きで あ る。

2)騒 音

タ イ プ ラ イ タ等 の 騒音 が大 き く,現 状 で は 別 に一 室 も うけねば な らない。 管 理者 が机 のわ き

で簡単 に使え るよ うな 人間 工 学的 な 配慮 が必 要 であ る。
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3)用 紙 の偏 り

タイ プ ライ タの プ リン ト用 紙 が使用 中に 偏 って くるた め,た び たび用 紙 をセ ッ トしなお さねば

な らな い。 タ イプ ラ イタの 移動 に と もな って,用 紙 の うけ台 も移動 す るよ うに 改善 した らど うで

あ ろ うか。

② ソフ トウエ アの 問 題

1)言 語

MACシ ス テ ムで はFORTRAN,COBOLを 基 本 と した言 語が用 意 されて い る。 しか し,

数 式 言語 とし てのFORTRANは まだ し も,記 述 言 語 として のCOBOLはTSS用 の言 語 と

して適 当で な い。 だれ にで も簡単 に使 え る言語 の開 発 がの ぞ まれ る。

2)ダ イ レ ク ト ・アク セス 機 能の追 加

MACシ ス テ ム は現 状 にお いて,シ ー クエ ンシ ャル な処 理 しか で きな い。TSSの 本領 を発揮

す るIR等 を行 な うため に ダイ レク ト・ア クセス の機能 を追 加 して ほ しい。

3)デ ー タ ・イ ン プ ッ ト時点 の チ ェ ッ ク

デー タを入 れ コ ン ビ。ユー タ の処理 が終 る前 に次 のデ ー タ を入 れ る と端末 装 置 が とまっ て しま う。

素 人 が 使 う機 会が多 いた め改 善 して ほ しい。

4)情 報交 換

サ ブルー チ ン等 の 登録 プ ログ ラムが 明確 でな い。 コン ピ ュー タ本 体 の管 理 者,端 末 装 置 の使用

者 間の 連 絡 を密 に す る 必要 が あ る。

2.5.4今 後 の 利 用 方 法

通 産 省 では,TSS端 末 装 置 の設 置 目的 に従 って,実 際業務 へ の 導 入,教 育訓練 啓蒙 普 及の た

め のデモ ンス トレー シ ョン に今 後 も力 を入れ て い く方 針 で あ る。

特 に実 際業務 へ の導 入 として,昭 和45年 度 に行な わ れ る情 轍 処理 技術者 試験 業務 の機械 化 を考 慮

してい る。 たとえ ば,願 書の 受付 け業 務,受 験 番号 等 の問 い合 わせ,受 験 者 の分 析,合 格者 の 分 析,

過 去 の 合格者 フ ァイル の作 成 とIRな どを考 え てい る。

(通産㌘ 驚:策 謀)
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2.6 当 セ ン タ ー に お け る 利 用 状 況

当 財団 では タイ ム ・シ ェ ア リング ・システ ム利用 上 の 問題 研 究 を 目的に 昭和43年10月 か らNE

AC2200シ リー ズ モデ ル500/200を 用 い た タイ ム ・シ ェ ア リン グ ・シス テ ムの実験 を開

始 した。

まず,財 団 内に4セ ッ トの 端末 機 を設 置 し,プ ロ グ ラムの デバ ッギ ン グの能 率化 をはか る と共 に,

文 献 検 索 をオ ン ライ ンで 行な うた・め のOLKWOC(OnLineKWOC)シ ス テ ム,ソ フ トウエ

ア開 発お よび デー タ処理 の工 程管 理 を行 な うた め のシ ステ ム 等 の アプ リケ ーシ ョン ・ソ フ トウエ ア を

開 発 した。

また,こ の タイ ム ・シ ェ ア リン グ ・シス テ ムは 当財 団 で上 級情 報 処理技 術者 の 養成事 業 の一 環 とし

て行 な っ てい る中 央研 修 所 におい て も研修 生 に対 し教材 用 と して これ らの端 末機 を自 由 に使用 させて

い るが,特 に 研 修生の 実験 ・研 究のた め の プ ログ ラム作成 に好評 で あ り,か な りの 成 果 をあげ て い る。

こ こで は,当 セ ンター でTSSの 使用 頻度 が最 も高 い作 業管 理 情報 シス テム を中 心 に,タ イム ・シェ

ア リン グ ・シ ス テム の使 用経験 をのべ よ う。

1.作 業 管 理情 報 シス テ ムの 概要

この シス テ ムの大 きさ は,プ ログ ラム カSFORTRANで 約2,600ス テ ー トメ ン ト,デ ー タ

フ ァイ ル は約10万 キ ャラ クタであ る。

毎 週一 回 各職 員 か ら申告 され た作業 報告 に も とつ く,カ ー ド約200枚 の ア ッ プデイ ト・デ ー タ

を入 力 し フ ァイル を更 新 す る。 これ に要 す る時 間は 約30分 であ る。

セ ンター で使 用 して い る端末3台 には いず れ も低 速 カー ドリー ダ(100枚/分)が っ い てお り,

この作 業管 理 シス テム の ア ッ プデ イ トデ ー タは,す べ て カー ド入力 を行 な う ことが で き る。

この シス テム に よって コン トロール され る ジ ョブの数 は現在 約50コ であ り,対 象 人数 は約60

名で あ る。

この シ ス テム は,作 業 者 自身 あ るいは そ の監 督者 か ら提 出 され た主 観 的,客 観 的 な 作業過 程に 関

す るデ ー タ を もとに,プ ログラ ム作成 作業 を分 析 し,実 際の 作業 の工 程 管理 を行な うた め の 試作 お

よび実 験 とい うべ き もの で あ り,オ ンラ イン ター ミナル か ら随時 情 報 の要 求 がで きる よ う,当 財

団 の タイム ・シェ ア リング・システム の アプ リケー シ ョン として 開 発 した もの であ る。

このシ ス テ ムで使用 され るフ ァイ ル は2っ あ って,一 つ は機械 使用 伝 票か ら作 ら札 他 の一 つ は

業務 の発生 時 に 作 られ る作 業見積 デ ー タ,そ の 作業 が開 始 され てか ら一定 期 間 ご とに報 告 され る実

績デー タお よび これ らの デ ー タか ら判断 され る作 業 の推 定 進 度 推 定完了 期 日等で 構成 され るフ ァ

イル であ る。

ま た,こ の シス テム はオ ンライ ン ター ミナル を用 い コ ン ピュー タと会 話 を行 な うこ とに よ り,必

要 とす る情 報を 任意 の時 点 で と り出 す こ とが で きるが,そ の情 報 は3種 に分 け られ る。
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(1)コ ン ピ ュー タ使用 時間 に 関す る情 報

プ ログ ラム作 成 お よ び プ ロダ クシ ョンの ため の使 用 時間 を把 握す るための もの で あ り,こ こで

使用 され るフ ァイル は 計 算 機 使 用 伝 票 か ら作 られ た もの であ り,情 報 を と り出 す た め指 定 で

き る項 目 として は コ ンピ ュー タ機種 業務 番 号,期 間 が あ る。 この とき機種 だ け を指定 す れば,

そ の コ ン ピュー タ を使用 した全業務 に っい て,デ バ ッグ時 間 と,プ ロダ ク シ ョン に要 した 時間 お

よびそ の 合計 時間 が,フ ァイル に登 録 され て い る全期 岡 を通 して 出力 され る こと にな り,特 定 の

業務 番号 と期 間 を指定 す れ ば,指 定 期間 内 にそ の業 務 の ため に使用 した時間 が 出力 され る。

② 業務 に関 す る情 報

特定 業務 の進 捗状 況 を把 握す るた めの もの であ る。 この 情 報 を得 る ため に指 定 で きる項 目は 業

務番 号,作 業 区分,プ ログラムス テ ッ プ番 号,担 当者 コー ドが許 され,業 務 番 号 とそ の他 の 項 目

との 組合せ が 自由 にで き る ため,そ の業 務 に関 す る情 報 の全 部 あ るい は一部 を出力 す る こ とが可

能 で あ る。

(3)個 人に 関す る情 報

新 らし く業 務 が発生 した とき,そ の業 務 の担 当 をだれ にす るか を決定 す る場 合 各 個 人が 単 独

の 業務 だ けを担 当 していれ ば 「業 務 に関す る情 報 だ けで十 分間 に合 うが,た いて い2っ 以上 の 業

務 を,部 分 的 に担 当 して い る こ とが 多 い ため,個 人 単 位の担 当業 務の 進捗状 況が 判 断 しやす い 形

での情 報 も出力 す る。 この項 目指 定 は業 務 に 関す る情 報 と同様 であ る。

2.そ の他 の利 用

タイム'シ ェ ア リング シス テ ムの大 きな 特長 の 一 つ は,何 時 で も任 意 の 時点 で コ ン ピ ュー タ を利

用 で きる とい う点 にあ る。

あ ま り大 き くな い問題,他 の ジ ョブの部 分 的な チ ェ ックの ため の小 さな プロ グ ラム,部 分的 な テ

ス ト・ランな どの 目的で,3台 の 端末 の どれ かが あ いて さえ いれ ば,自 由 に使 う ことが で き る とい

うの は 大 きな 利点 であ っ た。

言 語 としてはFORTR真N,COBOLが 利 用 され た が,COBOLは 言 語 の性 質か ら,ほ と

ん どカー ドリー ダを使 用 し,リ モー ト・バ ッチ 的 な利用 で あ った。

中央 研修 所 にお け る主 な 利 用 目的 は,研 修 生 に タイム ・シェア リング ・シス テム の使 用 を経験 させ

る とい う もの で あ った。特 に ライ ブ ラ リ,ア プ リケ ー シ ョン ・プロ グ ラム等の 共 同利 用 の方法,コ

マ ン ドの種 類 と使い方 等 を通 して タイ ム ・シ ェ ア リング ・シス テム 使用上 の 問題 点 を把 握 させ よ う

とい う事 であ っ た。

3.TSS利 用 上の 問題点

こ こで 使用 したNEAC-TSSはNEAC2200の モ デル500に,端 末 コ ン トロール 内に

モデ ル200を 連 結 した シス テ ムであ る。

このハ ー ドウエ ア'シ ス テ ムは,時 代 的に考 えて も,特 に タイム ・シェ ア リング 内 の機能 を充 分持

って い る もので もな く,そ れ を ソフ トウエ アで カバ ー してい るが,自 ら限度が あ る。 ま た初 期 の 目

的 は専 用 言語FORTRANに よ る技 術 計算 用 のプ ロ グ ラムの み を対象 として設 計 された もの で あ
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る。

したが って比 較 的 デ ー タ量 も少 な く,プ ログ ラ ム自身 もあ ま り大 き くな いFORTRANプ ログ

ラム用 に利 用す る には,ま あ 実用 可能 と言 って よい と思 われ る。

しか し,作 業 管 理情 報 シス テムの よ うな デ ー タ処 理的 なか っデ ー タ検 索 的 な仕事 で は当然 の こと

なが ら,い ろい ろ と問 題が あ る。

先 づ,こ の シス テ ムの開 発 的 に は残念 なが らFORTRAN言 語 の み しか利用 で きな い 時点 で あ

った ので,デ ー タ処 理に 不 向 きな 言語 に無 理 を させ た とい う点 が 基本 的 にあ るが,最 も大 きな欠 点

は この システ ム は フ ァイル構造 として シー クエ ン シ アル ・フ ァ イル(sequencialfile)の

み しか 許 して な い とい う点で あ る。

さ きに述べ た様 に この シス テ ムのデ ー タ量 は約10万 キ ャラ ク タで あ る が,こ の程度 の フ ァイ

ル で もシー クエ ン シ アル ・フ ァイル と して 検 索 をす る と馬 鹿に な らな い 時間 が かか る。 例 え ば1人

分の作 業情 報 を 出力 す る までに 数分 かか った りす る こ と もあ る。 勿論 これ は フ ァイル ・シス テ ムの

み の責 任 では な く,オ ペ レー テ ィング ・シス テ ムの 処理,FORTRANコ ンパ イ ラの 処 理'作

業管 理情 報 シス テム の プ ログ ラム 自身 の 問題 あ るい はシ ス テム ・オ ーバ ヘ ッ ド(system

ove■head)な どすべ てがか らん で くるが,タ イ ム ・シェ ア リン グの レス ポ ンス ・タイム とい

う観 点 か らす る とあ ま り実用 的 で はな い。

い つ れに せ よ,比 較 的大 量 の フ ァ イル を 扱 うこ とが 不得 手 な シス テムで あ るこ とを承知 の上 で,

あ えて この様 な ジ ョブ に使 用 した とい う事 が,あ るい は無 謀 に 過 ぎ たとい う反省 はあ るが,実 験 と

い う意 味か らい えば,こ れ も意義 の あ るこ とと思 う。

えば,こ れ も意 義の あ るこ と と思 う。

そ の他 全 般 的に 言 え る問題点 はい くっか あ る。

ま ず,ハ ー ドウエ アの不 安定 さであ る。 タ イム ・シ ェ ア リング ・シス テムは 端末 も含 め てハ ー ド

ウエ アの 信頼 性が 最 も要 求 され る。 残 念な が ら この シ ステ ム はそ の点 は,あ ま りよい点 数 が 与 え ら

れ ない,例 えば,通 信 制 御部の故 障(最 近 は比 較的 よ くな っ た),デ ィス ク ・フ ァイル の 読取 不 倉島

ター ミナルか らの入 力 エ ラー,原 因の 不 明な トラ ブル な どに しば しば 悩 ま され た。 特 にデ ィス ク ・

フ ァイ ルの読 取 不能 で約1ケ 月仕 事が ス トップした こ と もあ った。

また,一 つ の プ ログ ラムや フ ァイル を 複数 人が 同時 に ア クセ ス す る こ とが 現 在の このTSSで は

不 可能 で ある。2つ 以上 の端末 か ら同 じプ ログ ラムを特 別 な 機能 を使 わず に使 用で きる事 が 望 ま し

いo

メイ ン ・ メ モ リ容量 フ ァイ ル ・エ リアの 制 限 も,あ る種 の仕事 で は障 害 とな っ た。 しか し これ

は このTSSの 規 模か らす る と止 むを得 な い ものか も しれ な い。

問題点 と して はハ ー ドウエ アに対す る もの,オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの 設計 仕 様に対 す る も

の,プ ログ ラム技 術 に関 す る もの,端 末 の 機能 や 管理上 の 問題 ま で含 め て広 い 範 囲に わた るが,当

セ ンター の実験 結 果 として ま とめ る と次 の よ うな諸 点が あ げ られ る。

(1)端 末 お よ び シス テム が不安 定 で あ る。
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(2)

(3)

(4)

(5}

(6)

(7}

(8)

同 じグル ープ内 で2っ 以上 の 端 末 機 を使用す る ことがで きな い。

シ ー クェ ンジ ャル ・フ ァイル し か使 えな い。

同 時 に使用 で きるデ ィス ク ・フ ァイル が6個 以 下

ユ ーザ の ため の 使用で きるデ ィス クの領 域が 小 さい。

〃 記 憶 領域 〃

科学 計 算用FORTRANラ イ ブ ラ リの 信頼 性 が とぼ しい

FORTRANが 会 話モ ー ドで使 用で ぎない。
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3.シ ステムプ ログラム記述用 言語P

LDに よる会 話型 言語 プ ロセ ッサ

CPLの 開発



,



3.1 P D の 概 要

従 来 コ ンパ イ ラ等 所謂 システム ・プ ログ ラム とい われ る ものの大 部分 はアセ ンブ リ言 語 を使用 して作

成 されて きた よ うで あ る。

アセ ン ブ リ言語 を 使用 して システム ・プ ロ グ ラム を作 成す る利点 あ るい はそ の必 要 は,そ れが機 械 語

と1対1に 対応 す るか らであ り,シ ステム ・プ ログ ラム作 成 にお け る最 も重要 なハ ー ドの機 能 を完全 に

活用 で きるか らであ る。

しか レ,ア セ ンブ リ言語 でcodingす る場 合な ん とい って もそ のわず らわ し さが 最 大 の 難点 であ

るが,こ のわ ず らわ しさの原 因は次 の よ うな点か ら くる と思 われ る。

○ アセ ンブ ヴ言 語 を使 用 す るに はハ ー ドの もっ機 能 あ るい は特 徴 を熟 知す る必 要 が あ り,そ れ を使

用 出来 る よ うに な るに は コンパ イ ラ言 語に くらべ 相 当期 間 の教 育,訓 練が 必要 で あ る。

○ デバ ッグがめ ん ど うであ る。

○ プ ログ ラムの 保守が 容 易 でな い。

○ 文書 化 に適 してい な い。

Omachineorientedで あ る。

我 々は今 回会 話型PL/1コ ンパ イ ラ(CPL)を 作成 す るにあ た り,System記 述 用 の言 語 プ

ロセ ッサPLDを 作 成 し,そ れ によ ってCPLを 作 成 す るこ とに した。

会話 型 プロセ ッサ を コ ンパ イ ラ言 語 で作 った例 として は,ス タ ン フ ォー ド大 学 のACMEコ ンパ イ

ラが あ る。

これ は 同大 学 のACMETSSの もとで 働 く会 話型PL/1プ ロセ ッサ で その大 部 分 をHレ ベ ル

のFORTRANで 記 述 してい る とい われ る。

我 々の 場 合ALGOL,FORTRAN,COBOLと い った既存 の コ ンパ イ ラ言 語 を使 用せ ずP

LDと い うよ うな もの を作 成 した理 由 とし ては

① 実行 時 間 をな るべ く速 くす るため 可能 な もの はで きるだ け機 械語 のobjectを 作 る。 ま たBI

T操 作 の機能 が 必要で あ る こと。

②CPLの 言語仕 様 が会 話 型 言語 と して は割 合大 きな もの なの でFORTRANやCOBOLで は

難点 があ る。(例 えばPLDで は算 術 デ ー タに お け る精 度 の指 定 やStructureが 使用 で きる∂

③CPLに 限 らず他 の システム ・プ ログ ラム を作 成 す る場合 に もPLDは 有 効で あ る。

④CPLが 会話 型言 語 プ ロ セッサ であ るた めオ ブ ジ ェ ク トが リエ ン トラン トであ る ことが のぞ ま し

い』

な どの点 が あげ られ る。 またPLDの 作 成 にあ たって は

Oobjectの オ プテ ィマ イズ をで きるだ け行 な い質 を良 くす るこ と。

○ デバ ッ クの 機能 を そ な える こ と。
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会話 型PL/1言 語 プ ロ セ ッ サCPLは 当財 団 で行 な ってい る遠隔 情 報処 理 シス テ ムの研 究開 発

事業 の一 環 として 前年度 か ら継続 された もの で あ る。

これ まで 言語 プ ロセ ッサ の よ うない わ ゆ るシ ス テム ・プ ログ ラムは ほ とん ど アセ ンブ リ言語 で作 成

され て きたが,CPL作 成 に あ たって は コー デ ィング量 が膨大 な た めアセ ンブ リ言 語に よ る単 純 な ミ

ス を防止 し,ア セ ンブ リ言 語 に習 熟 して いな い もの で も容 易 にプ ロ グ ラ ミング出来 るよ う,コ ンパ イ

ラ言語 に よって 作成 す るこ とを試 み た。 このた めCPLの 設 計 と並 行 して,シ ス テ ム記 述用 言 語PL

D(ProgrammingLanguageforSy8temDescription)を 作 成 し,CPLの

大 部 分(約80%)を このPLDに よ って コ ーデ ィング した。 システム ・プログ ラムの 作 成に コンパ イ

ラ言語 を用 い る場 合 い ろい ろ な長 所短所 が あ るがPLDを 使用 した経 験 に よっ て,Carele8s

mi8Sの 減少,ア セ ンブ リ言 語 に よ って コーデ ィン グし た場 合 との オブ ジ ェ ク ト・プ ログ ラムの 効 率

の 評価,言 語 の汎 用 性 ドキ ュメ ンテ ー シ ョンへ の利点 な どが実 証 され た。

以 下PLDの 概 要 と,PLDに よ るオ ブジ ェ ク トとア セ ンブ ラ言 語 に よ る コーデ ィングの 比較 例 を

あ げ る。
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○ シス テム 記述 に便 利 な機能 を持 つ .こと。

O機 能 の 拡張 が容 易 であ る こ と。

Oあ る特定 の シス テム を作 成 す るた め の手段 で はな く,他 の システ ム作成 にっ い て も十 分考 慮 して

あ るこ と。

Oあ る程度 の 機能 を備 え る迄 は アセ ン ブ リ言 語 を 自 由に組 み込 め る こと。

以 上 の よ うな点 を考 慮 した。 一 方PLDに 対 す る制約 条件 とし ては

(1)こ のPLDは,FACOM230-60のMONITOR-Vの 下 で 働か せ るの で,オ ブ ジ ェク

トの効 率 をあ げ るた め に,230-600rientedで あ り,か っMONITOR-Vorie-

ntedに せ ざ るを得 ない 点が あ った。

(2)対 象 がTSS用 の プ ロ セ ッ サで あ るた め,こ のPLDが 作 るオ ブ ジェ ク ト ・プ ログ ラムは リエ

ン トラン トでな けれ ばな らない。

(3}短 期 間(約6ケ 月)で 完 成 させ ねばな らなか っ た。

な どが あ った。

な お,こ のPLDの 計 画 は始 めか らあ った わ けで は な く,CPLの シス テ ム設 計 を進 めて ゆ くう ち

に,そ れ とな く具体 化 して きた話 で あ る。

し たが って 充分 時間 をか けて 慎重 に言 語仕 様を きめ たわ けで は な いので,や や つけ焼 刃的 な と ころ

もあ る 糖 今 後の 使用 経験 を充分 フィー ドバ ック させ て 機能 の追 加 や 改良 をお こな って ゆ きた い と考

えて い る。

3.1.1PLDの 言 語 仕 様

Oシ ステム ・プ ログ ラム記述 用言 語に必 要 な機能

○ システム ・プ ログ ラムを作 成 す るた めだ け を 目的 とす る な らば,そ の 機能 は極 く簡単 な もの で良 い

ので はな い だ ろ うか 。 例え ば数 式や入 出 力 の機 能 には 相 当な制 限 を加 えて も支 障は ない と思 われ る。

コ ンパ イ ラ作成 に於 いて 乗 除算 を使用 す るの は非常 に少 な い ものであ る。

CPLの 作 成(コ ー デ ィ ング)に 際 して 特 に必要 と思 われ た 機能 をあげ て みる と,

① 比 較(=㍉ ≧ 〉,<等)

②Characterhandling

③Bithandling

OBitの オ ン,オ フお よび その検 査 機能

OShiftの 機 能

OAND,OR,NOTの 機能

④ 異 っ た変数 名お よび 属性 で 同一 デー タ を参 照出来 るこ と。

⑤ 変数(配 列 やテー ブ ル の要 素 も含 む)が 割 り当て られ た ア ドレス を求 め る機 能

⑥ 間接 ア ドレスの 機 能

⑦ テ ー ブル の索引
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⑧interna1お よ びexternalに よ る変数名 の使 用 が可能 であ る こ と。

PLDで は これ らの 機能の う ち④ 以外 の機能 は全 て満足 す るよ うに作成 され て い る。 ④ の機能 につ

いて は現 時点 で は一 部属 性のチ ェ ック を省 略 す る こ とに よ って 同一 デー タを異 な る属{生で呼び 出 せ る

よ うに して い る。

以 下に 言語 仕 様 をのせ る。
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3.2 文 字,名 前,デ ー タ 要 素

3.2.1文 字

PLDに お い て は,FACOM230-60で 許 され るす べ て の文 字 を書 くこ とが で きる。 この文

字 は 下 記 の と お り で あ る 。

英 文 字A,B,C,D,E,F,G,H,1,J,K,L,M,N,0,P,Q,R,S,T,

U,V,W,X,Y,Z,

の26文 字

数 字0,1,2,3,4,5,6,7,8,9の10文 字

片 仮 名 ア,イ,ウ,エ,オ,カ.キ,ク,ケ,コ,サ,シ,ス,セ,ソ,タ,チ,ツ,・ テ,ト,

ナ,二,ヌ,ネ,ノ,ハ,ヒ,フ,へ,ホ,マ,ミ,ム,メ,モ,ヤ,ユ,ヨ,ラ,リ,

ル,レ,ロ,ワ,ン,",O,

の47文 字

… 霧 二:;:爲 惑;:⊥ △L… ・)・・J"-t「/

の30文 字

3.2.2名 前

PLDに おいて は,値 の参 照,処 理手続 の参 照 は名 前 に よ って お こな う。 名 前 は,英 文 字 で始 ま る

8文 字以 内の 英数 字 の 列でな けれ ばな らな い。 もし8文 字 を超 え る名 前が 出現 した場 合 に は,は じめ

の8文 字 だ けが 有効 とな り,そ れ以 降 は,無 視 され る。

3.2.3デ ー タ の 要 素

PLDの あっ か うデ ー タは,ビ ッ ト,文 字,数 値 の3種 類 が あ る。

(1)ビ ッ ト定 数

ビッ ト定 数 は,36個 以 下 の1と0の 連 らな りを▽ で 囲 んで そ の後 にBを っ けた もの であ る。

例 ▽1▽B

▽100011010100▽B

▽000111▽B

ビッ ト定 数は,計 算機 の内 部 表現 と してla,36bit(1word)と られ るた めに,▽1

▽Bと ▽100▽Bは 同 じ値 を持
って い る と見 な され る。

② 文字 定 数

文 字 定 数は,136個 以下 の文 字 の連 らな りを▽ で囲 った もので あ る。 た だ し,▽ を表現 した い
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時 に は▽ ▽ と2つ を連 らね て書 き,こ れが1個 の▽ と い う文 字 をあ らわ して い ると見な す。

例 ▽CHARACTER-STRINGタ"ヨ ▽

▽▽ ▽QUOT】i】 ▽▽ ▽

文 字 定数 は,計 算 機 の 内部表現 として,4characterを1wordと しword単 位 に

値 を とって い くた めに▽ABCD▽ と▽ABCD▽ と は,そ れ ぞれ占 有す る大 き さが異 な るカ～

▽ABC▽ と▽ABC▽ と は同 じ大 き さの エ リア を占有 し
,値 も'全く同 じ であ る と見な され る。

(3)数 値定 数

数値 定 数 は,0～9ま での 数字 の連 らな り,あ るい はそ の前 に十,一 のい ず れか一 方 の符 号 を つ

け た もの で あ る。

例12345

十101

-303

数 値定数 は,計 算 機 の内 部表 現 と して は,36bit(1word)と られ るため に,・-343

5973,8368か ら十343,5973,8347の 間 の値 を持 たな けれ ばな らな い。

(4)ビ ッ ト変数

ビ ッ ト変 数 は,英 文 字 で始 ま る8文 字以 内 の英 数字 の列 であ り,DECLAREあ るい は,TA

BLE文 で,BITと 宣言 されて い な けれ ばな らな い。

⑤ 文 字変 数

文 字変 数 は,英 文字 で始 ま る8文 字以 内 の英 数 字 の列 で あ り,DECLAREあ るはは,TAB
も

LE文 で,CHARACTERの 宣言 と同時 に,そ の文 字 変数 が何 文 字 よ りな っ て いるか を指 定 し

な ければ な らな い。

⑥ 数値 変 数

数値 変数 は,英 文字 で始 まる8文 字 以 内 の英 数字 の 列で あ り,DECLAREあ るいは,TAB

LE文 で,FIXEDと 宣言 され るか,そ の プ ロ グ ラム単 位の 中 で何 の宣 言 文 もな く使用 され た時

に 数値 変数 とみな され る。

(7)ポ イ ン タ変 数

ポイ ン タ変数 は,英 文 字 で始 まる,8文 字以 内の 英 数字 の列 で あ り,DECLAREあ るい は,

TABLE文 で宣言 されて いな けれ ばな らな い。 ポ イ ンタ変 数 は,TABLEの 要素 を参照 す るた

めに もちい られ る。

⑧ ア ドレス 変数

ア ドレス 変数 は,英 文字 で始 ま る8文 字 以 内の英 数 字 の 列 であ り,DECLAREあ るい は,

TABLE支 で宣言 され てい な けれ ばな らない 。 ア ドレス 変数 は,そ の 値 として変数 の 番 地 を持 っ

てい る。

(9)配 列

配 列は,1次 元 の順 序 をつ け た要素 の集合 で,そ れ らの 要素 は,み な同 じデー タの 宣 言を もつ。
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配 列 を 使用 す るた めに は,DECLARE文 で 宣言 しな けれ ばな らな い。ロ
例DECI、AREA(100)FIXED;

ao)テ ー ブ ル

テー ブル は,舗 テ ープ,レを作 、,、めの も。(・,,A、L、 姪 鯖 されて い な けれ ・まな らな い.

各 テー ブル要 素か らな り,各 テー ブ ル要素 は 同 じデ ー タの 宣言 を もつ。

ω オ ク タル 定数

オ クタル 定 数 は,12個 以 下の0～7の 数 字の 連 らな りを▽ で 囲ん で,そ の後 に0を っ けた もの

で あ る。

例 ▽12345▽0

オ ク ヨル定 数 は計算 機の内 部表現 と しては 左側 か ら入 る。
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3.3 各 ス テ ー トメ ン トの 解 説

3.3.1PROCEDURE文

PROCEDURE文 は,以 下の 文 がPLDで 書 いた プ ログ ラム単 位で あ る こ とを宣言 す る と同時

に,そ の入 口名 を定 議 す る。

一般型1・b・1・PR・C-〔 ・PT・ ・N・(MA・N({ξ 躍 数})〕 ・

1abelは このProcedureの 入 口 を示 して い る。

OPTIONS(MAIN)は 書 いて あれ ば これ がmainprogramで あ り,書 いてな けれ ば

SubprOgramと 見な され る。

PLDで 書 か れ たProgramの 中に 表 われ る変 数は,A群 とB群 の2っ の グルー プ にわか れ て

areaが 確保 さ札 それ ぞれ の グル ー プは プ ログ ラム単 位 とな り,mainI)rogramの 実行 の

最初 の段 階でLOADさ れ る。 ・

◎"PROCEDURE"と 書 くかわ りに略 称 としてttPROC"と 書い て も良 い。

◎PROCEDUREは 入 れ子 に す る こと は出来な い。

◎OPTIONSの カ ッコ の中 に(A,数 値定 数)あ るいは(B,数 値定 数)と 書 い た場 合は,

このprocedurはAあ るい はB群 の 中 に と られ る。 数値 定 数 は,こ のprocedu■eが 占 め る

word数 を指 定 すれ ば よ いが,実 際 のword数 よ り,大 き いか 等 し くない と満足 な結 果は得

られ な い。

3.3.2DECLARE文

DECLARE文 は,名 前 に対 して それ が 変数名,配 列名 であ る こと を宣 言 し,同 時 に デ ー タの属

性 を 定義 す る。

一 般型DECLARE〔 肌 ・CK({9})〕 指 定・ 紘 …・ 縦 ・

BL・CK({会})暗 ・・て あれ ば・ こ こで 宣言 され た名 前が すべ てA・ ・B群}・ 属 す る ・ とを

示 して い る。 省 略 され れ ばA群 とみ な され る。

指定:{嶽

(_)〔VARY、A、ED。 〕}属性 属性 … 属性

属 性 は次 の とお りであ る。nは1,2,4,5,6

1NTERNALorEXTERNAL

BITorFIXEDorCHARACTER[(数 値定 数)〕orPOINTER

orADDRESS

INITIAL(Intial定 数指定)EVEN

属 性の 指 定 は必要 な だ け書 くこ とは出来 るが,そ の 間 に矛盾 が あ って はな らな い。
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INTEBNAL,EXTERNAL

gINTERNALは
,こ のprocedure内 だ け で参照 で きる名 前 で あ り,EXTERNALは ・

外 部 のprocedureで 同 じ名 前がEXTERNALの 宣 言 が な され ていれ ば同一 の番 地を さして

い る。

BIT,FIXED,CHARACTER,POINTER,ADDRESS

これ等 は,そ れ ぞれ ビッ ト銚 数値 変数 文 字 変数 ポイ ン タ変数,ア ドレス変 数 で指 定 して

お り,CHARACTER変 数 にお い て長 さ を指 定 され なか った 場合 は,4文 字 とみ なす6

1NITIAL

INITIALは,配 列あ るい は変 数 に対 し て初 期値 を あた える もので,配 列 に初期 値 をあた え

る場 合 には 配 列要 素全 部 にあ た えな けれ ばな らな い。 初 期値 に は,定 数 を書 く,

1・NITIALの 定 数 の指 定方法 は,定 数 を書 く加 数 値定 数x定 数の いず れか で あ り,後 者 の

場合 は定 数 が 数 値定 数 値 だ けな らべ て書 かれ た もの とみな す。

◎ 属 性の定 数 が省 略 され た時に はINTERNALFIXEDと み な され る。

◎ 配 列 名の 指定 の時 にVARYと 書 くこ とに よ り,配 列の大 きさ は一 応数 値 定 数で指 定 され たとお

りで あ るが,EXTEND文 を使 うこ とに よ り数 値 定 数単 位 で配 列 の大 き さを大 き くす る ことが で

き る。

◎ 省 略型

PROCEDURE→PROC

CHARACTER→CHAR

INITIAL→IN工T

3.3.3TABLEDESCRIPTION文

TABLEDESCRIPTION文 は,こ こで 定 義す る変数 名 をTABLEと して 使 う こ とを

指定 して い る。

一 般 型:TABLE〔DESCRIPTION〕tablename(数 値 定数)

〔肌OCK({合})〕 〔VARYBASED・ 〕C・NTR・LLEDP・i・-

tet変 数 名,指 定,指 定,… …,指 定;nは1,2,4,5,6

指 定:table要 素 名 属 性

属 性:DECLARE文 の属 性 の指 定 でINTERNALとEXETERNALを の ぞい て

すべ て で き る。

tableに お いて は,table名,table要 素 名,Pointer変 数 名 はす べ てEXTERNA

Lと み な され る。

例 下 図の よ うなtableを 作 る場合のTABLEDESCRIPTION文 は以 下 の よ うに

す れば よい。
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TABLEl

IMAGECHAR(8)SWlBITSW2BITWORDFIXED

ABCD△ △ △ △

100個

TABLED]i】SCRIPTIONTBL1(100)CONTROLLEDP1,

IMAGECHARACTER(8),SWIBITINITIAL(100r〈 ▽(アBX

SW2BITINITIAL(100*▽O▽B),WORDFIXED;

注PROCEDURE文,DECLARE又TABLEDESCRIPTION文 は,宣 言

文 と言 い,実 行 文 よ り前 にな けれ ば い けな い。 特にPROCEDURE文 は プ ロ グラム の先 頭で

なけ ればな らな い。

3.3.4代 入 文

代 入 文 につ い て述 べ る前 に 変数 の種 類 に っ いて述 べ る。

変数{∴ 膿 一 素

単 純変数:そ の名 前 を指 定す る こ とに よ り一 意的 にデー タが参照 で きる もの

配 列要 素:配 列 として 宣言 され た 場合,個 々の デ ー タを参照 す るこ とは 配列 の何番 目の 要素 で

あ るかを指 定 しな けれ ばな らな い。 この 個 々の 要素 の ことをい う。

修 飾 テー ブル 要素:テ ー ブル の要 素は一 般 的 に言 って 配列 にな って お り,こ れ を 参照 す る ため

に は,ポ イ ンタ変 数を 使 って修 飾 しな ければ な らない 。

以上3っ をあわ せ てス カ ラー変数 とい う。

代 入文 の 一般 型

ス カ ラー変 数 一 スカ ラー式;

配 列=配 列;

スカラー式 で 許 され るの は,a,b,cが 定 数 スカラー変数 あ るい は標準 関数 呼 び出 し とした時に,

a*b十c
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a*b-c

a/b+c

a/b-c

・&b,・lb,一 ・'

の以 上7種 あ るい は その一 部 が省 略 され た もの であ る。

3.3.51F文

IF文 は,programmingに お いて,条 件 分枝 をす るた めに用 い られ る。

一 般型:

・儀 ∴ 一 一一{議J
THENGOTOラ ベ ル;

relationaloperatorは 次 の6種 であ る。

=〉 ,〉,=,一=,〈,<=

Ooperatorの 左 右の 変 貌 あ るい は定 数の長 さが違 う とき には 短か い方 に合わ せて 比 較 を行 な

う。

3.3。6SEARCH文

SEACH文 は,TABLEDESCRIPTION文 で定 義 され たtable要 素 の 中か ら・ 指

定 したkeyと 同 じ もの を さが し出 して く る もの であ る。

一 般型:SEARCHス カラ}変 数名FROMtable要 素 名

IFEXISTTHENGOTOラ ベル;

このSEACH文 に よ っ てtable要 素の中 か ら変数 名の 内 容 と一 致 す る もの をさが し出 した場 合

は,そ のtableに 指定 され たポ イ ン ト変数 は,一 致 したtable要 素 の番地(要 素 の先 頭 か らの相

対 番地)を さ して お り,一 致 した ものが な か った場 合 は,次 に登 録すべ き要 素 の番地 を さして い る。

3.3.7GOTO文

GOTO文 はprogramのcontrolを 他 に移す 。

一般 型

GOTOラ ベル;

3.3.8計 算GOTO文

単 純変 数 の値 に よっ てprogramのcontro1を 移 っ す場 所 を変 え るswithの 役 割 をはた す。
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一 般 型

GOTO単 純 変数 名,(ラ ベ ル1,ラ ペル2,一 ・・tラ ベ ルn)

単 純変 数 の値 が1の 時 ラベル1,2の 時 ラベル2,nの 時 ラベ ルnにcontrolを 移 っ す。

3.3.9DO文

DO文 以 下 このDO文 に対 す るEND文 まで を 変数 の 値を 変 えて実 行 す る こ とを指 定 す る。

一 般 型

D⌒ ≡{灘:
数、}TO{璽麗 麗、}・Y{灘=数,}・

数 値単 純変 数 の値 を数 値 定数1(or変 数1)か ら,数 値定 数3(変 数3)く ぎ りで,数 値 定数2

(変 数2)ま で くり返 し実 行 す る こと を指定 する。

◎DO文 か らEND文 まで をDOblockと い い,こ のDOblock内 に は,DOblockの

外か ら飛び込 ん では い けな い。

◎DO文 は,入 れ 子 に して 指定 す る ことが 出来 るがVer8ionOで は最大4重 まで しか指 定 で き

ない。

3.3.10END文

END文 はDO文 の終 了 を示す か,PROCEDURE文 の終 了 を示 して い る。 一 つ のProgra皿

単 位 は,DO文 の数 だ けそ れ に対応 す るENDが あ り,PRbcEDUREの 最 後 を示す 。END文

で 終 っ て い る。

一 般 型

END;

3.3.11STOP文

このJOBstepが 完 了 し た こ と をmonitorに 伝 え る 。

一 般 型

STOP〔 数 値 定 数 〕;

数 値 定 数 はJOBstepの 完 了 コ ー ドを 示 す。

3.3.12CALL文

も ど り番 地 をSetし てprocedureにcontrolを わ た す 。

一 般 型

CALI、procedurename;
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3.3.13RETURN文

現在 実 行中 のprocedureを 呼 んだprocedureにcontro1を わ たす。

一 般 型

RETURN;

3.3.14ENTER文

以 下 のプ ロ グ ラム部分 がown-codingで あ る こ とを示 す。

一 般 型

ENTER〔COMMUNICATIONMODE〕;

◎COMMUNICATIONMODEは,あ っ て もな くて もよい。
,

◎ENTER文 に っ け られ た ラベ ル は無 視 され る。

3.3. .15EXlT文

この 文 でown-codingのProgramカ ∫終了 した こ とを示 す。

一 般型

EXIT;

◎EXITの ラベ ル は無 視 され る。

3.3.16EXTEND文.

EXTEND文 は,DCL文TABLE文 にお いてVARYと 宣言 され た変 数の大 き さ(配 列の

totalsize)を 大 き くする こ とがで きる。 変数 の大 きさ は一 度EXTENDさ れ るた び に も と も

と もってい る大 き さだ け増加 す る。

一般 型

EXTEND変 数 名,変 数名,… …,変 数名;

3.3.17CANCEL文

CANCEL文 はA群orB群 のい ず れか一 方 あ るい は両方 をPrOgram上,必 要 な くな った 時

にareaをmonitorに 返 え す役 割 をす る。

一 般 型

CANCEL群Name〔,群name〕;

群nameは,Aあ るい はBで あ る。

3.3.18ENTRY文

ENTRY文 は一 つ のprocedureに 対 し て複 数個 の 入 口を作 るた め の もの であ る。
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一 般型

labelENTBY;

この ときのlabe1が 入口名 とな る。

標 準 関 数

(1}SUBSTR(P1,P2〔,P3〕)

P1:Bit変 数

P2:数 値 定 数

P3:数 値定 数(省 略 の ときは1と みな す)

P1で 指 定 されたBit変 数 のP2Bit ,目か らP3Bitを 新 し くBitデ ー タ として と りあ

っか う こと を指 定 す る。

例 ・

Aが ▽100010101100001111111101011000110101▽BのBitス ト リング

の 時

SUBSTR(A,5,10)は,▽1010110000▽Bと い う値 を持 つ。

(2)ADDR(P1)

P1:変 数 名

P1の 値が は いって い るaddressを 値 とす る ア ドレス変 数 とす る ことがで きる。

(3)INDIRECT(P1)

Pl:ア ドレス変 数

この 関数 の引 用 に よ って,ア ードレス変 数 が持 っ てい る番 地 の値 を参照 す る こ とがで き る。

(4)CHARX(P1,P2)

P1:文 字変 数

P2:単 純 数 値変 数or数 値 定数

文 字変数P1のP2character目 を デー タとして あ つか う。

P1の 値 が▽COMPUTER▽ の時

CHARX(P1,6)の 値 は,▽T▽ とな る。

(5)CHARY(P1,P2〔,P3〕)

P1:文 字変 数

P2:数 値 定 数

P3:数 値 定数(省 略時 は4と み なす)

文字 変 数PlのP2character目 か らP3characte■ を デ ー タと してあ つか う こと

を指定 す る。 た だ し,P2-4n十1,P3-4n(nは 自然数)の 値 を持 だな ければ な らな い。

(6)SH'IFTR(P1,P2)

P1:ス カラー変数 でか っ1word分 の しか指 定 で きな い。

P2:数 値定 数
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(7)

スカラー変数P1の 値 を10gicalにP2bit右 シ フ トを し,左 側 に0を っ め てい く。

SHIFTI」(PLP2)

P1:ス カラー変 数でか っ1word分 しか 指 定出 来な い。

P2:数 値定 数

スカラー変 数P1の 値 をlogicalにP2bit左 シ フ トし,右 側 に0を つめ てい く。

3.3.19PLDの 問 題 点

CPLの80%程 度 はPLDコ ー ディ ン グで きるがPLDで は不 都 合な 個所 もあ るの でそ の 部 分は

アセ ンブ リ言語 を 使用 す る こ とに し た。

アセ ン ブ リ言語 を使用 したの は以 下の 部 分 で あ る。

○ 入 出 力

O割 り込 み

Oデ ー タ の変 換

文 字 デー タ ≒ 算 術 デー タ

算 術デ ー タ間の変 換(10迄2進 固定≒ 浮動)

そ の他PL/1で 行 なわ れ るデ ー タ の変換

010進 演算

PLDを 使用 して み て今 後追加 拡 張 すべ きだ と思 われ る機能 は,っ ぎの よ うな もの で あ る。

①PL/1のDEFINED属 性あ る いはCELL属 性 の よ うな 機能

② 入出 力 機能

③ 割 り込 み機能

④ デー タ の変換 機 能

⑤ デ バ ッ ク機能

これ らの 機能 はシ ス テム プ ログラ ム作 成用の コ ンパ イ ラ と して は 当然 必 要 な もの であ ろ うが
,PLD

'で,こ れ らの 機能が 不 十分 で あっ た理 由 と して は

① そ の作 成期 間 が非 常に短 期 間でな けれ ばな らなか った こと。

②PLDで 書 け る ことは書 けて も,オ ブ ジ ェ ク トの 効率 が あ ま りにお ち るよ うな とこ ろは アセ

ン ブ リ言語 を組 み込 む こ とに した。

③objectを リエ ン トライ トにす る ことを可 能 と した た め特 に入 出力 機能 等 は めん ど うで あ

るこ と,ま た これ らはFACOM230-60MONITOR-VTSSモ ニ タ ・デー タ.

管理 シス テ ムマ ク ロ等 の 関連が あ りアセ ンブ リ言語 を組み 込 んだ方 が 多様 性 が あ る と考 えた

こと。

な どが あ げ られ る。

ま たPLDを 使用 したメ リッ トとし ては,

① アセ ン ブ リ言語 を習熟 して いな くて もコ ー ディ ングで きる。
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② コーデ ィ ング時間 を大 巾に短 縮で き る。

③ アセ ン ブ リ言 語 に比 らべ 文書 化 に適 して い る。 また この ため デバ ックが容 易 で あ る。

な どが あ げ られ る。
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3.4PLDとassemblerのcodingの 比 較

PLDを 設計 す る にあ た ってobjectprogra皿 の 効 率 を大 きな 目標 とした。 この ため に は,

まず は,array要 素の 処理 を す る場合 にIndexRegisterを 使 ってreferす るの で あ るが,

プ ログ ラムの 申 で,こ れ が 使用 され る割合 は比 較 的多 いの で,こ れ をoptimizeす るこ とを考 ん

一 度subscriptをIndexRegi8terに 入れ た ら,や む を得 な い 場合 をの ぞ いて はIndex

Registerに はい っ てい る もの を使 用 して 演算 を お こな うことに した。

例 をあ げ て み る と,

A(1)=B(J)十C(J),

A(1十1)・==B(J十5)十C(J-3);…

J=J十1,

A(1-1)=B(J),

1」ABEL:A(1)=B(J),

①

②

③

④

⑤

こ の よ うなsourceProgramが は い っ て き た 時 に は,

① に お い て,A(1),B(J)をreferす る た め に1,JをIndexに い れ る 命 令 がGene-

rateさ れ る がC(J)をreferす る た め に は,す で にindexにJが は い って い る の で そのln-

dexを そ の ま ま 使 用 す る こ とに な る。

次 に② に お い て は,1,Jと もにIndexに は い っ て い るの で そ れ を 使 用,③ に な る とJの 値 が 変 っ

て く るの で,こ こでIndexにJが は い っ て い る もの は 全 く意 味 を持 た な くな っ て く る た め にJは

Indexに は い っ て い な い こ とに す る。

④ に お い て は,1はlndexに は い って い る の で そ れ を 使 用 し,Jは あ ら た にlndexにLoadし

て く る 。

⑤ のstatementに は ラベ ル が っ い て い る の で,ど こ か ら と び こ ん で く るか わ か らな い 。 そ こで

あ らた にIndexにLoadす る 命令 をgenerateし てreferす る。

この よ うに し て,か な りoptimizeが 出 来 た もの と考 え て い るが,今 の と こ ろImmediat命

令 を う ま く使 用 してmemoryの 占 有 を 少 な くす る よ う努 力 中 で あ る。 実 際 にPLDでPLDのGO

TO処 理 計 算GOTO処 理 ル ー チ ン をcodingし て み て,assemblerと く らべ て み た と こ

ろ,memoryの 占 有 率 は,1.16倍 と な っ て お り,か な り う ま くい っ て い る。 これ に,現 在 気 づ い

た 点 を 改 良 す る と,objectは1.05倍 ま で に す る こと が で き る が ・ こ れ を 更 にLOOに 近 づ け る

こ と はcompilerleve1の 言 語 で は 無 理 か も しれ な い 。

EX1は,GOTO,計 算GOTO処 理 ル ー チ ンをPLDでcodingし た もの と,PLDが

generateし たFASPの1istで あ り,EX2は,CharacterhandlingをPLDで お

こ な う 例 で あ る。
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CALLCHECκ(E■ ε);
GOTO門11

CALLCHECK(N・E);

ξ-2'
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E・ ミ;一'tp'C
HAR'i(h,4'》;禽C臼A'RX《6.4ハTHE付'60TOL5;
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4.JOLDORに お け るSDIシ ス テ ム

口





4.1JOLDOR

JOLDOR(JIPDECOnLineDocumentRetrievalSystem)は,昭 和43

年度 か ら開 発 を進 め てい るオ ン ラ インの文 献検 索 シス テ ムであ り,当 財 団設 置のFACOM230-

60TSSを 対 象 と し,端 末 にキ ャラ クタ ・デ ィス プ レイ とタ イ プラ イタを 用い,遠 隔地 か らで も,

素 速 く文 献の検 索が で きる事 を 目標に した システ ムであ る。

JOLDORで は,使 用 す る機 器の機 能,あ るいは,さ しあ た りの 利 用 目的か らして,次 の よ うな

点 を設計 目標お よ び特 徴 と してい る。

(Dタ ー ミナル'ユ ーザ との応 答 は,5秒 以内に 行 われ る こと。

検 索に 手間 ど る場 合 で も,現 在処 理 中で あ る旨,何 等か の メ ッセ ー ジ(message)を 出 す。

(2)フ ァイル 設計 は検 索 時間 の短 縮 を最 大 目的 と した。

(3)フ ァイル の 更新 は,on-1ineで タ ー ミナル か ら随時 行い,月 に一 回程batchのupdate

で乱 れたfileのdirectryを 整 理 す る。

す なわ ち,on-line,batchの 併用 で 更新 を行 う。

(4)タ ー ミナル と して,タ イプ ラ イタ と キ ャ ラク タ ・デ ィス プ レ イ(charactor,display)

をペ アに して使 うこ とと した。 デ ィス プ レイで,表 示が 一度 に パ ッ ト出 るとい う利 点 を生 か し,必

要な もの の みを指 定 して タ イプ ライ タに ハ ー ドコ ピーを と らせ る。 ま たユ ーザ が使用 しアこコマ ン ド

・エ コー(commandecho)も タイ プラ イ タに全 部 プ リン トさせ る。

(5)入 力 デ ータは各 文 献 につ き次 の項 目を 入れ る。

標 題

著 者名(所 属 を ふ くむ)

文献 目録(詩 名,巻,号,ペ ー ジ,年 代)"

デ ィス ク リプ ター(必 要 な らば20個 まで)

文 献番号

(6)検 索 タームは 自然 語 を対象 とし,各 文献 の標 題 と・ 附加 されtgデ ィス ク リプタによ る。

(7)検 索 ターム にはAND,OR,NOTの 論理 演算 を ゆ るす 。

(8}現 在の シス テム に シ ソー ラスは 入 って いない が,将 来 適 当 な シソ ー ラスが で きれば,入 れ られ る

よ うに設 計 してあ る。

(9)バ ッチ 用のKWOCシ ス テム を使 って キ ー(key)の 分 布 や長 さ,リ ス ト構造 に し た時 の ノー ド

(node)数 等の 分 析 を行い,そ の結 果 を充 分反 映 させ て フ ァイル を設 計 した。

⑩2つ 以上の タ ー ミナル ・ユ ーザか ら同時 の要 求 に応 じ られ るよ うに,こ の システ ムは リエ ン トラ
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ン ト(rbentrant)に 作 られて い る。

⑪ 年 号 ・書 誌名等 によ り,検 索範 囲 を しぼ る こ とが で き る。

働 ヒス トリー ・フ ァ イル(historyfile)を 別に 作 り,検 索 統 計を と り,シ ステ ムの改良 ,

フ7イ ル の 内容の 更新 等 の 資料 とす る。

圓 収録 文 献は,さ しあ た り コン ピ ュー タ関係 の論 文 約2万 件 を対 象 とす る。

ω ユー ザの質 問に 応 じて,コ マ ン ドの使い 方 をデ ィス プ レイ す るガ イダ ンスの機 能 を有 す る。

個 バ ッチ処 理 でSDIサ ー ビス とKWOCサ ー ビスを行 う。

JOLDORシ ステ ムの概 要 を 図1に 示 す。

索引 サ ー ビス

(KWOC.KEY
WORD)

HISTORY

FILE

システ

計表

フ ァイル' .ソェ不

レ 一 夕

オ ン ライン

質 問 応 答
サ ー ビ ス

SDI

サ ー ビ ス

ユ ー ザ ー

プ ロ フ イル

タ ー ミナ ル

¢碕 スプレイ,タイプライタ)力

SDI

リス ト

図1JOLDORシ ステ ム概要

この うら ・印の つい てい る部分 は昭 和43年 度 に作成 済 みの もの で あ り,*印 の つい てい る部分 は

昭 和44年 度 作成 の もの で あ る。 た だ し,オ ン ライ ン質 問応 答サ ー ビスの,ユ ーザ とシス テムの会 話

部 分 は,FACOM230/60TSSの 完 成 が遅 れてい るので,未 完 であ る。
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4.2SDIシ ス テ ム

本年 度 開発 したSDI(SelectiveDi88eminationofInformation:選 択 情

報配 布 シス テム)に っい て,そ の概 要 を次 に 示 す。

SDIと は,ユ ー ザが 自分の 興 味 のあ る主 題 を,キ ー ワー ドで あ らか じめ登録 してお き(User'8

Profile),シ ス テムに 新 たな 文献 群(新 しい 情報 の集 合)が 加 え られ た時 点で そめ 新文献 ファイ

ル と照 合 し,ユ ーザ ・プ ロフ ァイル と適合 した結 果 を出力 して各 々の ユー ザに 配布 す るシ ステ ムの こ

とであ る。SDIに よ って,ユ ーザ は 自分 に 必要 な主 題 につ いて の最 新 の(currentawarenes8)

情 報 を得 ることが で き る。

SDIの プロセ スの流 れ を図2に 示 す。

USER'S

PBOFILE

USER

有用度判定

PROFILE

修 正

新 刊 文 献

フ ァ イ ル

SDIサ ー ビス

図2
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ユ ーザ ・プ ロフ ァイル の 登録

ユーザ が プ ロフ ァ イル を 登録す るには,図3の 様 式の プ ロ ファイル 登録 表 を用い る。 ユ ーザは,ま

ず,自 分 の興 味の あ る主 題 を,JOLDOR・ キ ー ワー ド ・リス トを参 照 して(図3)30文 字以 内

で,い くっか のキ ー ワ ー ドで 書 き込 む。

'JOLDORSDIプ ロ フ
ァ イ ル 登 録 票

識

別

カ

ー

ド

御 名 前

10 20 30

」/ρθfO . アメβ∂

登 録

年 月 日
コ メ ン ト

適

数'

㌘
合. ド

数

識

璽
L

ユ ーザ

コ ー ド

プ

5番

7号
ル

31 36 374C 50 60 6162 6364 田66 6772 7476

4 4 0 2 0 ノ o 3 0 6 0 0

図3
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骨GRApHITE
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2

__L.祷.GRAVEL

普GRAPHS .

祷GRA.vlME了ER

、1

39

.葺一.GRAVIMETERS-___.____一.._

__.1___.

養GRAVITY

2

_.1...._.』

9

N_GREAT－

特GREFN

____一 ….,一_____・ 、.祷GREFNIS_

惜GRENOBLE

sc._GRIr》 ■CON.T-ROLL.ED__

1

__..._一 －t__..____.一__._tt___.___._..、1

scGRI「)S

2

1、...

2

___r_一_____鎌 －GR↓n4

升・GRIPE
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1
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...8_
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これ で,こ の ユー ザが 欲 しい文献 の対 象分野 の検 索の範 囲が きま るわけで あ る。

次 に,こ の 検索 範 囲か ら,さ らに 対 象 を絞 り,い くっ か の部 分 的な 文献 集 合 を選択 させ るのが,識

別 カー ドの 適 合数 であ る。

さ らに,こ れ らの い くっ か の部 分集 合 に,必 らず 含 まれ て い な けれ ばな らな い とい う必 須語 を指定

す るのが,必 須語 指 定 であ る。

図3の 登録 表 に よ って指 定 され た,ユ ーザ ・プ ロフ ァイル は次の よ うに な る。

◎ 検 索 範囲,主 題

遠 隔端末 装 置 として の グ ラフ ィッ ク ・デ ィス プレ イに つい て,

キ ー ワー ド(6個)

GRAPHIC,DISPLAY,TERMINAL,REMOTE,CONVERSATIONAL,ON-LINE

◎適 合 数が3と い う指 定 で あ るか ら,上 記の キー ワー ド中 で3個 だ け適 合 すれ ば よい。 したが って

6C3=20通 りの組 合せ があ る。

◎GRAPHICとDISPLAYが 必須 語 の指定 であ るか ら,上 記 の20個 の組 合せ の うち,4種 の 条件

が残 る。

GRAPHICDISPLAYTERMINAL

REMOT]i】GRAPHICDISPLAY

CONVERSATIONAL

ON-LINEGRAPHIC

GRAPHICDISPLAY

DISPIＬAY

これ らの指 定 で実 際 に出 力 し た リス トの 例 を次 に示 す。

`}
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例1

USER ⊂ODE3000001PROFILENO.=001

KEY-WORDISET(KEY-WORDNUMBER=06)

骨DISPLAY

祷GRAPHI⊂

CONVERSATIONAL

ON-LINE

REHOTE

TERMINAL

SUITAB|LITYNUMBER=03

『r.'.』 …'
祈祷静1DO⊂UMENTISSELECTED祈 祈祷

NO.01(REFERENCE-⊂ODE=CROOOOO14131)(MATCHEDKFY埠WORDNUMBER=04)

_.(TITFE)↓..・...●DATA(二 〇MMUNI⊂ATlONREQUIREMENTSOFCOMPUTERSYSTEMS.
(DESCRIPTER)…TELEPROCESSING¶CONVERSATIONALCOMPUTING,DATA⊂OLLECTlON・

RO⊂ESS,GRAPHI⊂DISPLAYψDO⊂UMENTPRODUCT|ON¶MULTlCHANNEL

PROCESSiNG¶

(AUTHOR)...・...MCPHERSON,JOHNC.

(TEXT).,.,.,..,lEEESPECTRUM66067EN412

BAＴ ⊂HP

REMOTE

42-45

例2

USERCODE■000001PROFILENO`

KEY-WORDSET(KEY-WORD

TIME-SHARING

3002

NU卜4BER■01) SUl†ABILITYNUト4BER零01

畳蒼蒼10DOCUMENTSARESELECTED吾 吾僑

NO・01

NO・02

NO`03

NO.04

(REFEREN⊂E-⊂ODE=ADOOOO656041)(MATCHEDKEY-WORDNUMBER=01)

(丁1†LE).,..,...SOMEASPECTSOFPATTERNRECOGNlTIONBY(二 〇MPUTER・

(DES⊂RIPTER).鵬60N-LlNESYSTEト4S⑳(=ONVERT、POLYBR|(二 ・(祷PATTERNRECOGNITlON,COMpUTE

RS)⑱CODING・THESES.卜10DELS(SIHULATIONS)・REALTIME■TIME-SHARlNG

・COMPUTERPROGRAM5.GEOMETRICFORMS.

(AUTHOR),,.●,..ADOLFOGUZMAN-ARENASMASSACHUSETTSINSTOFTECHCAHBRIDGE

(TEXT)`.・.・ ●,..REPTNOiMAC-TR-3767EN127

(REFERENCE-CODEnADOOOO682357)(MAT(二HEDKFY-WORDNUMBER=Ol)

(TITLE)◆.......REFERENCEMANUALQ・E・D・TIME-SHARINGEDITOR・

(DESCRIPTER)…QED⊂OMPUTERPROGRAM・(祈TIMESHARlNG⑱PROGRAMMING(COMPUTERS))●CO

RRECTIONS,DA'「APROCESSINGSYSTEMS'lNSTRU(二TIONMANuALS4

(AUTHOR)・.・.・ ・`D・C・ANGLUINCALlFORNIAUNIVBERKELEY

L.P`DEUTS(二HCAL1FORNIAUNIVBERKELEY

(TEX↑)..,,..e,.REPTNOIR-1う9B68ENC69843

(REFERENCE-CODE=ADOOOO682358)(MAT⊂HEDKFY-WORDNUHBER=01)

(TITLE).,.,.●,.REFENCENANUALFORTHETIME-SHARlNGEXECUTlVE`

(DESCRIPTER)・.`GεNIEPROJE⊂T・(養DATAPROCEsSINGSYSTEMS、pROGRAMM|NGLANGUAGES)、

(養TIMESHARING、INsTRUCTlONMANUALS)⑨INPUT-OUTpUTDEVICES⑱TELETY

PESYSTEMS・

(AUTHOR).,..・,.L・DURHAM-CALIFORN1AUNIVBERKELEY

M・ETHERTONCALIFORNIAUNIVBERKELEY

(TEXT)..,.,.,。.REPTNO.R-229B68EN⊂69829

(REFERENCE●CODEコADOOOO6d2953)(MATCHEDKEY-WORDNUMBERロ01)

(Tl↑LE).,.,・ ・,.ATIME-SHARINGMODELWITHMANYCvUEUES■

(DESCRlP↑ER).・ ・POISSONPRO⊂ESSES,TIMESHARING①UEUES¶GRAPHS(⊂HARTS)・(養QUFUEIN

GTHEORY、 誉JIMESHARlNG)⑱MATHE門ATI⊂ALMO【)ELS■S↑ATISTICALPROCESS

ES・PROBABILITY句GRAPHI⊂S,ISRAEL・OPERATIONSRESEAR⊂ 卜↓.

(AU↑HOR)..,●,.,1・ADIRITE⊂HNION'15RAELINSTOFTECHHAIFA

B・AVI-lTZHAKTE⊂HNION-rSRAELINSTOFTE⊂HHAIFA

(TEXT).,,,,.`..REPTNO`O.R.MlMEOGRAP'HSER-212B68EN⊂68819
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㌔

NO・05

NO.06

NO`07

NO.08

NO・09

NO・10

(REFERENCE-CODE・ADOOOO6829う8)(MATCHEDKEY●WORDNUMBER.01)

(TlTLE)....・.・.OUEUEING柄ODEしSFORTlME-SHARlN6SERVICESYSTEMS⑱

(DESCRIPTER)・ ・●POlSSONPRO⊂ESS.TIMESHARlNGOUEUESoGRAPHS(CHARTS).(祈DATAPROC

εSS!NGSYSＴEMS.RE岡OTECONTROLSYSTEM,S》 ⑨(祈QUEUEINGTHEORY・ 拓TIME

SHAR1NG).MULTIPLEOPERATION⑱MATHEMATICALMODELS・
《AUTHOR)・ ・…..1・ADIR!Tε ⊂HNlON-ISRAELINSTOFTECHHAIFA

B●AVI-ITZHAKTECHNlON-lSRAELINSTOFTECHHAIFA

(TEXT》 ・・… ●…REP了NO・O・R`Hl1EOGRAPHSER-212B68ENC69825

(REFEREN⊂E-CODε ロADOOOO689781)(MATCHEDKEY-WORDNUMBERaO1)

(TITLE)..・.....BENCHMARKANALYSISOFTIHE-SHARlNGSYSTEMS¶

(DεSCRIPTER)…ADEPT50COMPUTERPROGRAM・(静TIMεSHARING`PERFORMANCE〔ENGINEERIN

G))⑱FFFE⊂TIVENεSS令MEASUREMEN† もPROGRAMMING(⊂0柄PUTERS)⑱INPUT-0U

TPUTDEVlCES.

(AUTHOR)…`…ARNOLDD.KARUSHSYSTEMDEVELOPMENICORPSANlrA門ONI⊂A

(TEXT).・...・`..RεPTNOiSDC-SP-33479B69ENC691640

(REFERENCE-CODE=CROOOOO13375)(HA†CHEDKEY●WORDNUMBERロ01)

(TITLE)..・..●.・ADM1NlSＴRATION.TOPLEVELINFORMATIONFLOW`

(DESCRlPTER)…UNIVERSl↑YlNFORMAＴIONsYSTEM,ON-LINE・TlME-SHARING・

ANSMISSION,D【SPLAY.SU8SYSTEM句EVALUATION'ALTERNATE

MODε.COSTEFFECTlVENESS●

(AUTHOR)...・..・MlLLER`JAMESG・

(TEXT)・...・....(OMPU了ERSANDEDUCATION35167EN

FACSIMlLETR

OPERATIONAL

229-273

(REFERENCE-CODEs(二ROOOOO13418)(MATCHEDKFY-WORDNUMBERqO1)

(TITLE)・ ・…`・ ・SOMEMAＴHEト1ATICAL⊂ONSIDERATIONSOFTIME-SHARINGSCHEDULlNGALGORI

THMSl

(DESCRIPTER).・ ・SEPERAＴEPRIORITY■OUEUElNGTHEORY勺POlS50NARRIVAL・EXPONEN†IALS

ERVICE`FIRSTCOMEFIRST-SERVEDDlSClPLlNE⑱CONSTANT†1MEQUANTU岡

CYCLICPROCFDURE`CYCLICALLOCATION⑱SlMULATION・pOISSON■

(AUTHOR)...●.1・SHEMER.JA⊂KE・

(了EXT)・....・ ・..J・ACM38067εN142262-272

(REFERENCE-CODEeCROOOOO13453)(MAT(HEDKEY-WORDNUMSER=01)

(TlTLE)........ON-L!NESIMULATlON`

(DESCRIPTER)・ ・●OPS-4,MODELBUILDING・TESTING`OPS已3gCTSS,MULTICS句PL/1gREPROD

UC【BILtTY⑳PARALLELt5卜bHIERAR(二HI(ALDATASＴRUCTURE.INFORMATIONR

F.TRIEVAL`丁1筒E-SHARtNG`SECONDGENERATIONSIMULATIONSYSTEM⑱

(AUTHOR)...・.c.JONES¶MALCOLMM・

(TEXT)・....・...PROC.ACM22NDNATIONAL⊂ONF.422EN591-599

(REFEREN⊂E'CODE=CROOOOO13458)(MAＴ ⊂HEDKEY■WORDNUMBERロ01)

(TITLE).・ ・..・.・THESD⊂ ↑IME-SHARINGSy5ＴEMREVISITED・

(DES⊂RIPTER)・ ・`THREEQUEUES⊂HEDULINGALGORITHM¶USER-MANAGEMENTTECHNIOUE.IMPRO

VEMEN↑SYSTEMACCES5⑱ 丁!MELINESS,SERVlCEQUALITY.

(AUTHOR)...`...SCHWARTZ・JULES:・'

WEISSMAN.CLARK・

(ＴEXT)・ ・.......PROC.A⊂M22ND432EN263●271

・
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例3

USER⊂ODE=

NO.01

NO・02

NO603

NO・04

NO.05

NO・06

000001PROFtLENOdeOO4

KEY-woRDsET(KEY-woRDNuMBER=01)

GRAPH1CS

祈餐祈

SU1↑ABILITYNUMBER=Ol

10DOCUMENTSARESELECTεD 養誉勢

(REFERES4⊂E-CODE・ADOOOO643821)(脚 ⊂HEDKEY-WORDNUMBER・01)

(TITLE)........GRAPHICS・

(DESCR!PTER)・ ・`(骨GRAPHICS⑳ ■COMPILERS)⑱DlSPLAYSYSTEMS・wAVEFORMGENER
.ATORS.NETWORKS

⑳MAN-MACHINESYSTE図S.

=!1:::::::elgE,;二 ㌫;LMASSINST・F・EC・ 乙、tlXi・・T・NLIN⊂ 。・1

(REFERENCE-(二 〇DE零ADOOOO649436)(MA↑CHEDKtY-WORDNUMBER=01)

(TITLE)・..・..・.・AUTOGRAPH・ ⑳ANAUTOCODEGRAPHPLOTTINGSYSTEM.

(DESCRIPTER)…AUTOGRApH・(・COMPUTERPR。GRAMSパGRAPHICS)・(・PLO了TERS,C。MPUTERP

ROGRAMS)・SlGNALS,PROGRAMMERS・DA了ASTORAGESYSTEト 雫S,DIGlTALSYST

EMS,GREATBRTTAIN`
(Au↑H。R)・ … …HARGARET」 ・ †RIGWELLROYALAIRCRAFTESTABLISHMENT

(TEXT)・....・t・.TR-6623e66EN33

(REFERENCE-CODE=ADOOOO646857)(MAT<HEDKEY-WORDNUHBERエ01)

(TI↑LE)… ・・…DIALOG・ACONVERSAT巨ONALPR。GRA酬NGSYSTEMWITHAGRAPHICALOR】EN

TATION.

(DESCRIPTER)…DIALOG・ON-LINESYSTEMS`(養PROGRAト ¶MINGLANGUAGεS.昔GRAPHlCS)`《 骨MA

N－ ト4ACHINESYSTEMS,COMPILERS)`OPERATION・ALGE8RA、lNPUT-OUTPUTDE

VICES,PROGRAト4ト ↑ING(⊂OMPUTERS)・

(AUTHOR).●.・.・.SCOTTHみCA図ERONlITREREARCHINSTψ`CHICAGO,ILL,

DUNCANEWINGIITREREARCHINST..CHICAGO`ILL.

MICHAFLLlVERIGHT

(TEXT)… … …n「Rl-TN可10966EN50
.

tREFERENCE-CODE=ADOOOO6{}6867)(MAT(HεDKEY-WORDNUト4BER=01)

(TITLE)… ・・…ONUSEOFAIRFORCEADPEXPERIENCET
.OASSISTAIRF。RCEADPMANAGEMENT

.VOLUME1■SUMMARY'CON(LUslON5¶ANDRE⊂OMMENDA↑IONS.

(DESCRIPTER)…(祷DATAPR。CESSINGSYSTE村S・AIRFORCE)・HANDBOOKS・INFORMATIONRETR

lEVAL・CLASSIFICATlON句SUBJE⊂TlNDEXlNG・DATASTORAGESYSTE岡S●COM

PUTERS`COMPUTERPERSONNEL、COMPUTERPROGRAMS■ ⊂OSTS・GRAPHICS⑲
(AUTHOR).….・`ALANJ6GRADWAHLPLANNlNGRESEARCH⊂ORP・ ■LOSANGELES

GEORGES・BECKWITHpLANNINGRESEAR⊂HCORP・.LOSANGELES

・TE….__澱 鵬9;,:二,99NgESD,TR-66-67PLANNIIGRESf《RCH6ε2;P"L。SANGEL;9

(REFERENCE-CODE・ADOOOO646868)(MA↑CHEDKEY-WORDNUMBER.01)

(ＴITLD…''"R‖

,Vsl。 ご5,Alll8;EE,IDX,;x;El;IN⊂ET…slsT・IRF・RcEADP・ANAGEM
(DES⊂RlPＴER)・ ∴(・DATApR・CESSI・GsYSTE・S・Al・F・RCE)・ ・ANDB・ ・,S

.1,F。R,ATI。NRETR

、AUTH。R;….…i驚i:Ci顧iiA;=ll`ε胤 罐 感1芝ll鷲i礁ill:1

・TEX…__..琴;と:;:;・9:・9〔9;AN:、;;÷,.66-67、PLANNINGRESEAR⊂H、::;・ …L・SANGEI紫

(REFERENCE'CODE・ADOOOO646870)(MATCHEDKεY-YtORDNUMBER・01)

`刊TLE'… … ・・:‖
,:・1。E㌫A;II21舗1、1・PERIENCE・ ・ASS・ST・1・F・ …ADP・ANAGE・

(DESCRIPTE"''"ぽ1騰:麟llE:1;

、ll!;器1;、V"gllROII;,1き 漂;Cl,RE8:

・AuTH・・….・_1:X:"3:ERXB:8:5PERSONNEL`⊂ 。:[蒜 、IR㌫1～HC器{…:稽H1旨 き:Lεs

GEORGFS`BE⊂KWl.丁 卜iPLANNINGRESEARCH(=ORP.・LOSANGELES

・T・X'T)_....言 纈9写 ・;:・99:9ESD-66.67、.V。PLANNINGRESEAR⊂H、291tp・ ・L・S・A・GEtil

－85一



一一 一一'一て〒]…ヌ丁丁
,.`,.1丁 二 匡ざD・ 〒員一67-27567EN8

NO.08(REFE酬CEべOqE・ADOOOq斑 斑.,._(,坦CHεPKε 酬 。RDNUMBER'Oい … ・・

・-t-i;1;1旨 識 言::一:〔{1ε:ヒ:?惜2詰 と智 識51iG:畠,A日 ・南AC"S,S,・M・ 〔DIGI・…'eb・POi'"

ERS)`DlSPしAYSYSTξptS!INpりT-gりTPUTDE.VICES.GRAPH.lgS.

(AU†HOR),,・..`.H・LlDERI(5UZOSMASSACHUSεTTSINSTOF↑ECHCAMBRIDGE

σEXT) .・__......一..一 一.._...66EN.20

NO・.Qエ_～.R.藍艇.N⊆E-⊆ 四 £ ・ADq●QΩ 旦 凶LS±!sエ ⊆胆L駈Y'W。 胆 』 雌 臼 三 皇1》 一

{1と;と編 三6;:::漂 牒 ∴八百 、二面・GRA,ぼ、'CS)一.一丁・肩・,一,AC,1、E・・Y,〒・・S・'・0・Put・R"…GRA…

ゼr高β31…9七#;{号rき1ζ!R26鰐 とN:,;ε:麟R;;↓ 、瓢}蹄 ・き罐:讐 …
(AUTHOR),,,・ ・..JA(二KI6RAFFELHASSAg杜 週 丘TI皇LUNS工_OFTεCH」 』幽PN____－

NO・og (REFERE'NCE-CODE・ADOOOO655ら43)'(硫 ごUE6層 《…Y;W。Rb'NUMBER・01)

(TI†LE),,,...,.ANALYS†ASSISTANCEPROGRAM..(AAP)FOR.ON・LIN直 ⊂OMPUTATIONSVIA2250
GRAPHICALTERMINALSCONNECTEDTOANIBM360!40COMPUTER.

(DESCRIPTER》 ・.・(養PROGRAMMINGLANGUAGES⑱ 併COト4P(灯ERPROGRAMS)句(φPROGRAMMING(COMpU

TERS)・ ・FLOWCHARTIN9・HONlTOBS・SCANNINGtCATHODεRAYTUBES,DIS"』.
pLAYSYSTEMS,SYSTEMSENGiNEERING⑱GRAPHICS`

(AUTHOR),,...・.ANNEB・AMト4ERMAN胞AV4LWEAPONSLA8DAHLGRENVA-

(TEXT),・,...,・ ・REPTNO・N宙L-†M-K-28!6?67εNう5

NO.10 (REFERENCE■CODε ■ADOOOO661655)(MAT(二HEDKtY-WORDNUMBER啓01)

(TlTLE)..,,・...ASUFFICIEN(二YSOLUTIONOFTHETRAVELINGSALESMANPROBLEM、

(DESCRIPIER),,`OPERATlONSRESEARCH・TRAVELINGSALESMANPROBLE阿 ⑱METER-READINGPR

OBLEMもORelTINGAS†RONOMICALOBSERVATORY4(各GRAPH1'⊂SもOP†IMlZATION
).APPROXIMATION(MATHEMATICS》 ⑨COMPUTERPROGRAMS,SUBROU↑INES■

(AUTHOR),,,,..`JOHNSTAUDHAMMERSYSTEMDEVELOPMENTCORPSANTAMONICA

MILTONASH'SYSTEMDEVELOPMENTCORPSANTAMONICA

(TEXT)..,,..・..R[PTNO・SP-2う14!000!0012B66EN⊂68266

.
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